
　加東市の初日の出スポット。
　上から五峰山光明寺、三草山山頂、東
条湖からの景色です。
　３カ所とも、晴天時には素晴らしい日
の出を見ることができます。
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加
東
市
は
、
旧
来
か

ら
「
教
育
の
加
東
」
と

他
市
町
か
ら
敬
意
を
持

っ
て
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
、
現
在
に
お
い
て
も

加
東
市
に
は
国
立
大
学

を
は
じ
め
、
県
立
の
高

等
学
校
、
教
育
研
修
所
、
生
涯
教

育
セ
ン
タ
ー
が
存
在
し
、
海
外
を

含
め
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
「
学

び
人
」
が
加
東
市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
号
か
ら
「
ギ
ュッ
と
！
教
育

加
東
」
と
名
づ
け
、
４
つ
の
教
育
施

設
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
１
番

目
が
国
立
大
学
法
人
兵
庫
教
育
大

学
で
す
。
こ
の
大
学
は
昭
和
53
年

10
月
1
日
に
開
学
し
、
令
和
2
年

10
月
1
日
で
42
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

創
設
の
趣
旨
は
「
教
育
基
本
法

の
精
神
に
則
り
、
学
校
教
育
に
か

か
る
諸
科
学
の
理
論
と
応
用
に
関

す
る
研
究
を
総
合
的
に
推
進
し
、

文
化
、
社
会
の
発
展
に
資
す
る
創

造
的
知
性
と
人
間
愛
に
支
え
ら
れ

た
教
員
を
育
成
し
、
も
っ
て
教
育
、

学
術
、
文
化
の
進
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
さ
れ
て

お
り
、
教
育
研
究
と
応
用
、
実
践

が
結
集
さ
れ
た
大
学
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
国
立
の
教
育

大
学
（
現
職
教
員
養
成
大
学
院
を

有
す
る
）
は
兵
庫
教
育
大
学
を
含

め
全
国
で
３
大
学
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
も
、
兵
庫
教
育
大
学
は

日
本
唯
一
の
学
位
「
博
士
（
学
校

教
育
学
）」
を
授
与
す
る
大
学
で

も
あ
り
ま
す
。

　

甲
子
園
球
場
が
約
10
個
分
と
い

う
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
全
国
の

教
員
養
成
系
大
学
の
中
で
も
誇
る

べ
き
地
位
を
確
保
さ
れ
、
常
に
「
教

師
教
育
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
と
し
て
、

わ
が
国
の
教
員
養
成
、
教
育
政
策

を
牽
引
す
る
大
学
と
し
て
教
育
情

報
を
国
内
外
に
発
信
し
、
教
育
界

に
良
質
な
影
響
を
与
え
る
な
ど
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
大
学
で
す
。

さ
ら
に
、
小
学
校
教
員
採
用
率
全

国
№
１
の
大
学
で
あ
り
、
こ
れ
は
、

教
員
養
成
大
学
と
し
て
の
確
実
な

成
果
と
い
え
ま
す
。

　

留
学
生
も
東
南
ア
ジ
ア
を
は
じ

め
、
ロ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
ハン
ガ
リ

ー
な
ど
多
く
の
国
の
学
生
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
加
東
市
で
学
生
生
活
を
送
っ

た
こ
と
を
、
国
内
を
は
じ
め
世
界

に
持
ち
帰
り
、
加
東
市
の
良
き
文

化
を
拡
散
し
て
い
た
だ
く
よ
う
願
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
廣
畑
貞
一
）

　

平
成
の
30
年
間
は
、
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
い
ま

わ
し
い
記
憶
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
の
が
、
繰
り
返
し
日

本
列
島
を
襲
い
ま
し
た
災
害

で
す
。2
0
1
8
年
の
西
日

本
豪
雨
で
岡
山
県
倉
敷
市
真

備
町
に
甚
大
な
被
害
が
出
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
で
、
当
分
、
大

き
な
災
害
は
遠
慮
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
と
祈
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
令
和
に
な
り
、

台
風
季
節
の
9
月
に
は
15
号

が
千
葉
県
南
部
の
屋
根
を
吹

っ
飛
ば
し
、
10
月
12
日
の
台

風
19
号
で
は
更
に
暴
風
や
豪

雨
が
東
日
本
を
襲
い
、
河
川

の
氾
濫
に
よ
る
浸
水
は
想
定

を
超
え
、甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。そ
の
う
え
多
く

の
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
が

何
よ
り
残
念
な
こ
と
で
し
た
。

　
「
何
故
、相
次
い
で
こ
ん
な

に
災
害
が
多
発
す
る
の
か
、

誰
に
言
え
ば
良
い
の
か
、
い

い
加
減
に
し
て
も
ら
い
た
い
。」

思
い
で
あ
り
ま
す
。
確
か
な

原
因
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
で

す
が
気
候
変
動
に
よ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
我
市
は
こ
の

度
の
災
害
か
ら
は
免
れ
ま
し

た
が
、
平
成
16
年
（
2
0
0

4
年
）
の
台
風
23
号
に
よ
る

加
古
川
氾
濫
の
災
害
を
教
訓

と
し
て
加
古
川
右
岸
の
築
堤
、

滝
見
橋
下
の
川
幅
を
広
げ
て

の
架
替
も
完
成
間
近
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
我
市
に
は
大
小

の
河
川
、
東
条
川
上
流
の
2

つ
の
ダ
ム
、
多
く
の
溜
池
な

ど
が
あ
り
ま
す
。地
震
、台
風
、

豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
が
襲

っ
て
来
た
場
合
の
備
え
は
大

丈
夫
な
の
か
、
そ
の
時
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

大
き
な
不
安
に
か
ら
れ
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

防
災
対
策
を
採
り
、
災
害
に

備
え
れ
ば
い
い
の
か
、自
助
・

共
助
・
公
助
の
観
点
か
ら
も
、

行
政
や
市
民
の
皆
様
と
共
に

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
山
本
通
廣
）

発
行 
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編
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（2月20日必着）

旧社こども園に開設される施設の愛称
は、発達サポートセンター「□□□」

　市民の皆様から、かとう市議
会だよりへのご意見を聴かせて
いただくためクイズ＆アンケートを
行います。
クイズに正解し、かつ、ご意見を
書いていただいた方から抽選
で5名様に、加東市カード会加
盟店で使える１,０００円分の商
品券を差し上げますので、奮っ
てご応募ください。なお、当選者
の発表は商品券の発送をもって
かえさせていただきます。 

□

① クイズの答え　② 市議会だよりや、
市議会へのご意見　③ 住所・氏名

3月予定
2日

3日

4日

11日～13日

17日

24日

いずれも9時30分開会です。
ぜひ、傍聴にお越しください。

定例会（初日）

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

予算特別委員会

定例会（2日目一般質問）

定例会（3日目）

第52号
2020.2
第52号
2020.2
第52号
2020.2

定例会の様子はＫＣＶにて生放送、
録画放送を行っています ぜひご覧ください

ギ
ュ
ッ
と
！
教
育
加
東

ギ
ュ
ッ
と
！
教
育
加
東

等
学
校

0 02020.2

わ
が
ま
ち

わ
が
ま
ち
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一
般
会
計
補
正
予
算

【
問
】
土
木
管
理
費
の
委
託
料

を
繰
り
越
し
た
理
由
は
。

【
答
】
当
初
は
、
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
計
画
を
策
定
し
た
後
に

自
転
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

を
策
定
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

県
の
方
針
を
踏
ま
え
前
倒
し
し

て
自
転
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画
を
追
加
し
て
策
定
す
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
。

【
問
】
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画
策
定
に
お
い
て
、
基
礎
資
料

部
分
ま
で
コ
ン
サ
ル
に
委
託
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】
単
な
る
情
報
収
集
で
は

な
く
、
専
門
的
知
見
を
活
か
し

て
分
析
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

当
然
、
市
の
職
員
も
し
っ
か
り

と
精
査
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

【
問
】
風
し
ん
予
防
接
種
委
託

料
1
0
8
1
万
円
の
減
額
理
由

は
。

【
答
】
当
初
、
対
象
者
を
男
性

の
40
歳
〜
57
歳
と
し
て
い
た
が

国
の
通
知
に
よ
り
40
歳
〜
47
歳

に
縮
小
さ
れ
た
た
め
。

【
問
】
ふ
る
さ
と
納
税
で
返
礼

品
割
合
と
事
業
委
託
料
と
は
。

【
答
】
返
礼
品
は
３
割
以
内
と

し
て
い
る
。
委
託
料
は
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
利
用
料
等
で
あ
る
。

【
問
】
滝
野
公
民
館
の
光
熱
水

費
約
2
4
0
万
円
の
増
額
は
。

【
答
】
滝
野
公
民
館
の
光
熱
水

費
の
予
算
は
、
滝
野
図
書
館
、

滝
野
文
化
会
館
も
合
わ
せ
て
計

上
し
て
い
る
。
今
回
の
増
額
補

正
は
、
施
設
の
利
用
が
集
中
し

た
こ
と
で
デ
マ
ン
ド
値
が
上

が
っ
た
た
め
で
あ
る
。

【
問
】
小
学
校
施
設
整
備
事
業

費
で
、
設
計
監
理
委
託
料
約
３

８
０
万
円
の
減
額
理
由
は
。

【
答
】
市
の
職
員
が
直
接
対
応

で
き
た
た
め
。

【
問
】
社
小
学
校
と
滝
野
東
小

学
校
で
、特
別
支
援
学
級
在
籍
予

定
児
の
増
に
よ
り
教
室
の
改
修

工
事
費
約
1
5
0
0
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、児
童
数
は
当

初
か
ら
見
込
め
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】
次
年
度
の
特
別
支
援
学

級
の
児
童
は
、
11
月
末
の
教
育

支
援
委
員
会
で
進
級
や
進
学
を

決
定
す
る
た
め
、
今
回
の
補
正

予
算
対
応
と
な
っ
た
。

【
問
】「
も
ち
麦
」
生
産
推
進
に

関
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

【
答
】
関
係
者
と
研
修
会
等
を

実
施
し
た
。
そ
の
中
に
お
い
て

来
年
度
か
ら
予
算
対
応
す
る
と

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
る
。

【
問
】
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
の
時
間
外
勤
務
手
当
の
増

額
理
由
と
現
在
の
申
請
率
は
。

【
答
】
国
の
方
針
に
よ
る
対
象

者
変
更
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
変
更

や
、
関
係
団
体
と
の
調
整
な
ど

の
業
務
量
の
増
加
で
あ
る
。

申
請
率
は
低
所
得
者
分
で
11
月

末
現
在
40.

6
％
で
あ
る
。

【
問
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
実
行
委
員
会
の
構
成
は
。

【
答
】
会
長
に
市
長
、他
に
副
市

長
、教
育
長
、各
種
団
体
の
長
、

学
校
長
、警
察
署
長
、消
防
署
長
、

県
民
局
長
な
ど
で
構
成
す
る
予

定
。ル
ー
ト
は
北
播
磨
県
民
局
か

ら
市
役
所
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
K
C
V
番
組
制
作
委
託

料
約
3
5
3
万
円
の
増
額
は
。

【
答
】
正
職
員
、
嘱
託
職
員
の

減
に
よ
り
番
組
制
作
を
業
者
へ

委
託
す
る
た
め
。

【
問
】
K
C
V
備
品
購
入
費
約

50
万
円
は
何
を
何
台
購
入
す
る

の
か
。
ま
た
見
積
り
は
徴
収
し

た
の
か
。

【
答
】
編
集
専
用
ソ
フ
ト
が
入
っ

た
パ
ソ
コ
ン
1
台
で
あ
る
。

見
積
り
は
徴
収
し
て
お
ら
ず
定

価
ベ
ー
ス
で
あ
る
。

全
会
一
致
で
可
決

介
護
保
険
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正

【
問
】
要
介
護
者
が
増
え
、
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
し
て
も

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
見
つ
か
ら

な
い
と
聞
く
が
、
人
数
は
足
り

て
い
る
の
か
。

【
答
】
他
市
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

も
利
用
で
き
る
の
で
事
業
所
を

紹
介
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

病
院
事
業
会
計
補
正

【
問
】
寄
付
金
で
購
入
す
る
コ

イ
ン
式
洗
濯
機
の
購
入
目
的
は
。

【
答
】
在
宅
へ
復
帰
さ
れ
る
方

の
訓
練
が
目
的
で
あ
る
。

全
会
一
致
で
可
決

※その他の議案は全て全会一致で可決・認定・採択された。　

第87回定例会　議決結果一覧 ○・・・賛成　×・・・反対　　・・・退場

議
長

議案番号 議　案　名

北
原

豊
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府
み
ど
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人
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貞
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古
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夫
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畑
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髙
瀬

俊
介

長
谷
川
幹
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議決結果

第　 81　 号
第87号・第88号
第　 89　 号
第　 90　 号
第　 91　 号
請願第元-6号
請願第元-7号
処 分 要 求

市職員の特殊勤務手当支給条例の一部改正
北播磨広域定住自立圏形成協定の一部変更
新都市建設計画の変更
市立小中学校学習用タブレットパソコン購入
小型動力ポンプ付ポンプ自動車等購入金額の変更
保育予算の拡充を求める請願
「東条学園」の白紙撤回を求める請願
北原　豊君に対する処分要求の件
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〇
〇
×
×
〇
〇
〇
×

〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
×

〇
〇
〇
〇
〇
×
×
×

〇
〇
×
×
〇
×
×
×

〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
×

〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
〇

〇
〇
×
×
〇
〇
×
×

〇
〇
×
×
〇
〇
×
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
×

〇
〇
×
〇
〇
〇
×
×

〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
×

可決（賛成14　反対１）
可決（賛成14　反対１）
可決（賛成８　反対７）
可決（賛成10　反対５）
可決（賛成14　反対１）
可決（賛成11　反対４）
不採択（賛成２　反対13）
否決（賛成３　反対11）

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
2
日
か
ら
24
日
ま
で
の
会
期
で
開
会
し

た
。
市
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
元
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例

制
定
・
一
部
改
正
、
計
画
変
更
、
人
事
案
件
等
の
議
案
は
い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
し
た
。
他
に
市
民
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
3

件
は
2
件
を
採
択
、
1
件
を
不
採
択
と
し
た
。
ま
た
、
藤
尾
議
員

が
提
出
し
た
「
侮
辱
発
言
を
し
た
」
と
す
る
北
原
議
員
へ
の
処
分

要
求
は
、
懲
罰
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
議
し
た
結
果
、
懲
罰
特

別
委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
懲
罰
は
科
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。

　

第
2
日
目
に
は
、
11
名
の
議
員
が
一
般
質
問
で
市
当
局
の
考
え

を
質
し
た
。

（賛否の分かれたもの）

12　月　定　例　会
条
例
関
係

◆
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支

給
条
例
の
一
部
改
正

〔
要
旨
〕
市
条
例
を
準
用
す
る

わ
か
あ
ゆ
園
に
お
い
て
医
師
資

格
者
を
新
園
長
と
し
て
採
用
す

る
た
め
。

【
問
】
わ
か
あ
ゆ
園
の
規
約
で

変
更
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】
従
前
の
例
に
倣
っ
た
。

【
問
】
こ
れ
ま
で
の
園
長
と
待

遇
が
違
う
の
か
。

【
答
】
こ
れ
ま
で
は
嘱
託
の
園

長
で
あ
っ
た
が
、
新
園
長
は
正

規
職
員
と
す
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
付
託

議
案
】

　
　
　
　
　
（
↓
P4
記
事
参
照
）

◆
請
願
第
元̶

5
号

全
会
一
致
で
採
択

◆
請
願
第
元̶

6
号

反
対
討
論

議
会
と
し
て
他
市
の
実
施
状
況

等
を
調
査
・
研
究
し
、
採
択
す

べ
き
で
あ
り
現
時
点
で
は
反
対

す
る
。　
　
　
　
　
　
（
鷹
尾
）

賛
成
討
論

無
償
化
で
財
源
も
確
保
で
き

る
。
先
ず
は
環
境
整
備
が
重
要

で
あ
り
賛
成
す
る
。　
（
古
跡
）

賛
成
多
数
で
採
択

◆
請
願
第
元̶

7
号

反
対
討
論

請
願
の
理
由
が
請
願
趣
旨
と
整

合
し
て
い
な
い
た
め
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
廣
畑
）

賛
成
討
論

合
併
特
例
債
の
起
債
期
間
も
延

長
さ
れ
て
お
り
急
い
で
建
て
る

必
要
が
な
い
。
設
計
の
見
直
し

で
増
え
た
6
億
円
は
解
消
で
き

る
た
め
賛
成
す
る
。　
（
北
原
）

賛
成
少
数
で
不
採
択

◆
東
条
文
化
会
館
条
例
及
び
滝

野
文
化
会
館
条
例
の
一
部
改
正

全
会
一
致
で
可
決

◆
や
し
ろ
国
際
学
習
塾
条
例
の

一
部
改
正

全
会
一
致
で
可
決

◆
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
条

例
制
定

全
会
一
致
で
可
決

【
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
付
託

議
案
】

　
　
　
　
　
（
↓
P6
記
事
参
照
）

◆
社
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
等
の

一
部
改
正

全
会
一
致
で
可
決

計
画

◆
新
都
市
建
設
計
画
の
変
更

〔
要
旨
〕
合
併
特
例
債
を
起
こ

す
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
5
年

延
長
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
新
都
市

建
設
計
画
を
変
更
し
、公
共
施
設

整
備
費
等
の
財
源
に
活
用
す
る
。

【
問
】
入
札
不
調
と
な
っ
た
東

条
小
中
一
貫
校
整
備
工
事
の
財

源
充
当
が
目
的
か
。

【
答
】
そ
う
で
は
な
い
。
起
債

期
間
延
長
で
限
度
額
の
残
り
約

52
億
円
の
財
源
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
。

【
問
】
当
初
計
画
に
は
小
中
一

貫
校
整
備
な
ど
一
文
も
書
い
て

い
な
い
。
当
初
計
画
の
内
容
は

改
正
し
な
い
の
か
。

【
答
】
当
初
策
定
し
た
新
都
市

建
設
計
画
の
理
念
は
市
の
総
合

計
画
に
受
け
継
い
で
お
り
、
当

初
計
画
の
変
更
は
必
要
な
い
。

反
対
討
論

現
状
と
の
整
合
性
が
全
く
取
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
東
条
地
域

小
中
一
貫
校
の
財
源
に
充
当
す

る
た
め
の
計
画
の
変
更
で
あ
り

反
対
す
る
。　
　
　
　
（
小
川
）

賛
成
討
論

起
債
期
間
が
5
年
延
長
と
な
り

市
の
財
政
の
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
機
会
を
逃
す
べ
き
で
は
な

い
た
め
賛
成
す
る
。　
（
大
畑
）

賛
成
多
数
で
可
決

財
産
取
得

◆
市
立
小
中
学
校
学
習
者
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
３
３
０
台

及
び
付
属
品
の
購
入

・
購
入
予
定
金
額
７
５
３
５
万

　
円

・
契
約
先　
（
株
）内
田
洋
行

・
契
約
方
法　

随
意
契
約

【
問
】
も
っ
と
安
価
な
製
品
を

購
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】
安
価
な
製
品
は
快
適
な

使
用
が
出
来
な
く
授
業
に
支
障

が
で
る
た
め
。
事
例
も
あ
る
。

【
問
】
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
は
分

離
発
注
し
な
け
れ
ば
特
定
業
者

に
偏
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】
今
後
の
検
討
課
題
と
す

る
。

反
対
討
論

仕
様
書
の
改
善
は
評
価
す
る

が
、
ソ
フ
ト
の
メ
ー
カ
ー
指
定

は
す
べ
き
で
な
い
。
同
等
品
表

記
も
研
究
す
べ
き
あ
り
反
対
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
（
藤
尾
）

こ
の
製
品
は
防
水
・
防
湿
で
も

な
い
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が

失
明
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め

反
対
す
る
。　
　
　
　
（
北
原
）

賛
成
多
数
で
可
決

補正額 補正後の額 主な内容
◆歳入：寄附金（ふるさと納税）21,000千円、国庫支出金（障害者自立支援給付費等国庫負担金等）14,797千円
◆歳出：人件費（期末手当等）、民生費（障害者自立支援等給付等）26,426千円、教育費（小学校特別
　支援教室改修費等）20,648千円、衛生費（予防接種対象者変更等）△15,963千円

療養諸費、高額療養費の増額
保険給付費の増額
人件費等
人件費等
人件費等
人件費等
寄付金（ケアホーム）
給与費、コイン式洗濯機購入（ケアホーム）

収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出
収益的収入
収益的支出

令和元年12月定例会各会計補正予算　　　　　　　　　　　　　　　　 　(単位：千円）

会計種別

水道事業（第3号）

下水道事業（第2号）

病院事業（第2号）

一般会計（第4号） 38,041

323,792
12,516
△248
646
736
29
100
497

19,429,452

4,192,983
3,547,695
1,312,888
804,167
1,977,209
1,802,338
2,618,514
2,718,299

国民健康保険（第3号）
介護保険保険事業（第3号） 

企
業
会
計

特
別
会
計

う
ち
だ
よ
う
こ
う



２３ かとう 市議会だより Ｎｏ.52 かとう 市議会だより Ｎｏ.52

一
般
会
計
補
正
予
算

【
問
】
土
木
管
理
費
の
委
託
料

を
繰
り
越
し
た
理
由
は
。

【
答
】
当
初
は
、
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
計
画
を
策
定
し
た
後
に

自
転
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

を
策
定
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

県
の
方
針
を
踏
ま
え
前
倒
し
し

て
自
転
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画
を
追
加
し
て
策
定
す
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
。

【
問
】
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画
策
定
に
お
い
て
、
基
礎
資
料

部
分
ま
で
コ
ン
サ
ル
に
委
託
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】
単
な
る
情
報
収
集
で
は

な
く
、
専
門
的
知
見
を
活
か
し

て
分
析
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

当
然
、
市
の
職
員
も
し
っ
か
り

と
精
査
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

【
問
】
風
し
ん
予
防
接
種
委
託

料
1
0
8
1
万
円
の
減
額
理
由

は
。

【
答
】
当
初
、
対
象
者
を
男
性

の
40
歳
〜
57
歳
と
し
て
い
た
が

国
の
通
知
に
よ
り
40
歳
〜
47
歳

に
縮
小
さ
れ
た
た
め
。

【
問
】
ふ
る
さ
と
納
税
で
返
礼

品
割
合
と
事
業
委
託
料
と
は
。

【
答
】
返
礼
品
は
３
割
以
内
と

し
て
い
る
。
委
託
料
は
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
利
用
料
等
で
あ
る
。

【
問
】
滝
野
公
民
館
の
光
熱
水

費
約
2
4
0
万
円
の
増
額
は
。

【
答
】
滝
野
公
民
館
の
光
熱
水

費
の
予
算
は
、
滝
野
図
書
館
、

滝
野
文
化
会
館
も
合
わ
せ
て
計

上
し
て
い
る
。
今
回
の
増
額
補

正
は
、
施
設
の
利
用
が
集
中
し

た
こ
と
で
デ
マ
ン
ド
値
が
上

が
っ
た
た
め
で
あ
る
。

【
問
】
小
学
校
施
設
整
備
事
業

費
で
、
設
計
監
理
委
託
料
約
３

８
０
万
円
の
減
額
理
由
は
。

【
答
】
市
の
職
員
が
直
接
対
応

で
き
た
た
め
。

【
問
】
社
小
学
校
と
滝
野
東
小

学
校
で
、特
別
支
援
学
級
在
籍
予

定
児
の
増
に
よ
り
教
室
の
改
修

工
事
費
約
1
5
0
0
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、児
童
数
は
当

初
か
ら
見
込
め
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】
次
年
度
の
特
別
支
援
学

級
の
児
童
は
、
11
月
末
の
教
育

支
援
委
員
会
で
進
級
や
進
学
を

決
定
す
る
た
め
、
今
回
の
補
正

予
算
対
応
と
な
っ
た
。

【
問
】「
も
ち
麦
」
生
産
推
進
に

関
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

【
答
】
関
係
者
と
研
修
会
等
を

実
施
し
た
。
そ
の
中
に
お
い
て

来
年
度
か
ら
予
算
対
応
す
る
と

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
る
。

【
問
】
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
の
時
間
外
勤
務
手
当
の
増

額
理
由
と
現
在
の
申
請
率
は
。

【
答
】
国
の
方
針
に
よ
る
対
象

者
変
更
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
変
更

や
、
関
係
団
体
と
の
調
整
な
ど

の
業
務
量
の
増
加
で
あ
る
。

申
請
率
は
低
所
得
者
分
で
11
月

末
現
在
40.

6
％
で
あ
る
。

【
問
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
実
行
委
員
会
の
構
成
は
。

【
答
】
会
長
に
市
長
、他
に
副
市

長
、教
育
長
、各
種
団
体
の
長
、

学
校
長
、警
察
署
長
、消
防
署
長
、

県
民
局
長
な
ど
で
構
成
す
る
予

定
。ル
ー
ト
は
北
播
磨
県
民
局
か

ら
市
役
所
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
K
C
V
番
組
制
作
委
託

料
約
3
5
3
万
円
の
増
額
は
。

【
答
】
正
職
員
、
嘱
託
職
員
の

減
に
よ
り
番
組
制
作
を
業
者
へ

委
託
す
る
た
め
。

【
問
】
K
C
V
備
品
購
入
費
約

50
万
円
は
何
を
何
台
購
入
す
る

の
か
。
ま
た
見
積
り
は
徴
収
し

た
の
か
。

【
答
】
編
集
専
用
ソ
フ
ト
が
入
っ

た
パ
ソ
コ
ン
1
台
で
あ
る
。

見
積
り
は
徴
収
し
て
お
ら
ず
定

価
ベ
ー
ス
で
あ
る
。

全
会
一
致
で
可
決

介
護
保
険
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正

【
問
】
要
介
護
者
が
増
え
、
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
し
て
も

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
見
つ
か
ら

な
い
と
聞
く
が
、
人
数
は
足
り

て
い
る
の
か
。

【
答
】
他
市
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

も
利
用
で
き
る
の
で
事
業
所
を

紹
介
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

病
院
事
業
会
計
補
正

【
問
】
寄
付
金
で
購
入
す
る
コ

イ
ン
式
洗
濯
機
の
購
入
目
的
は
。

【
答
】
在
宅
へ
復
帰
さ
れ
る
方

の
訓
練
が
目
的
で
あ
る
。

全
会
一
致
で
可
決

※その他の議案は全て全会一致で可決・認定・採択された。　

第87回定例会　議決結果一覧 ○・・・賛成　×・・・反対　　・・・退場

議
長

議案番号 議　案　名

北
原

豊

別
府
み
ど
り

鷹
尾

直
人

廣
畑

貞
一

古
跡

和
夫

大
畑
一
千
代

髙
瀬

俊
介

長
谷
川
幹
雄

石
井

雅
彦

岸
本
眞
知
子

小
川

忠
市

小
紫

泰
良

藤
尾

潔

桑
村

繁
則

山
本

通
廣

井
上

茂
和

議決結果

第　 81　 号
第87号・第88号
第　 89　 号
第　 90　 号
第　 91　 号
請願第元-6号
請願第元-7号
処 分 要 求

市職員の特殊勤務手当支給条例の一部改正
北播磨広域定住自立圏形成協定の一部変更
新都市建設計画の変更
市立小中学校学習用タブレットパソコン購入
小型動力ポンプ付ポンプ自動車等購入金額の変更
保育予算の拡充を求める請願
「東条学園」の白紙撤回を求める請願
北原　豊君に対する処分要求の件

×
×
×
×
×
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
×
×
〇

〇
〇
×
〇
〇
×
×
×

〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
×

〇
〇
×
×
〇
〇
〇
×

〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
×

〇
〇
〇
〇
〇
×
×
×

〇
〇
×
×
〇
×
×
×

〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
×

〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
〇

〇
〇
×
×
〇
〇
×
×

〇
〇
×
×
〇
〇
×
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
×

〇
〇
×
〇
〇
〇
×
×

〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
×

可決（賛成14　反対１）
可決（賛成14　反対１）
可決（賛成８　反対７）
可決（賛成10　反対５）
可決（賛成14　反対１）
可決（賛成11　反対４）
不採択（賛成２　反対13）
否決（賛成３　反対11）

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
2
日
か
ら
24
日
ま
で
の
会
期
で
開
会
し

た
。
市
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
元
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例

制
定
・
一
部
改
正
、
計
画
変
更
、
人
事
案
件
等
の
議
案
は
い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
し
た
。
他
に
市
民
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
3

件
は
2
件
を
採
択
、
1
件
を
不
採
択
と
し
た
。
ま
た
、
藤
尾
議
員

が
提
出
し
た
「
侮
辱
発
言
を
し
た
」
と
す
る
北
原
議
員
へ
の
処
分

要
求
は
、
懲
罰
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
議
し
た
結
果
、
懲
罰
特

別
委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
懲
罰
は
科
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。

　

第
2
日
目
に
は
、
11
名
の
議
員
が
一
般
質
問
で
市
当
局
の
考
え

を
質
し
た
。

（賛否の分かれたもの）

12　月　定　例　会
条
例
関
係

◆
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支

給
条
例
の
一
部
改
正

〔
要
旨
〕
市
条
例
を
準
用
す
る

わ
か
あ
ゆ
園
に
お
い
て
医
師
資

格
者
を
新
園
長
と
し
て
採
用
す

る
た
め
。

【
問
】
わ
か
あ
ゆ
園
の
規
約
で

変
更
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】
従
前
の
例
に
倣
っ
た
。

【
問
】
こ
れ
ま
で
の
園
長
と
待

遇
が
違
う
の
か
。

【
答
】
こ
れ
ま
で
は
嘱
託
の
園

長
で
あ
っ
た
が
、
新
園
長
は
正

規
職
員
と
す
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
付
託

議
案
】

　
　
　
　
　
（
↓
P4
記
事
参
照
）

◆
請
願
第
元̶

5
号

全
会
一
致
で
採
択

◆
請
願
第
元̶

6
号

反
対
討
論

議
会
と
し
て
他
市
の
実
施
状
況

等
を
調
査
・
研
究
し
、
採
択
す

べ
き
で
あ
り
現
時
点
で
は
反
対

す
る
。　
　
　
　
　
　
（
鷹
尾
）

賛
成
討
論

無
償
化
で
財
源
も
確
保
で
き

る
。
先
ず
は
環
境
整
備
が
重
要

で
あ
り
賛
成
す
る
。　
（
古
跡
）

賛
成
多
数
で
採
択

◆
請
願
第
元̶

7
号

反
対
討
論

請
願
の
理
由
が
請
願
趣
旨
と
整

合
し
て
い
な
い
た
め
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
廣
畑
）

賛
成
討
論

合
併
特
例
債
の
起
債
期
間
も
延

長
さ
れ
て
お
り
急
い
で
建
て
る

必
要
が
な
い
。
設
計
の
見
直
し

で
増
え
た
6
億
円
は
解
消
で
き

る
た
め
賛
成
す
る
。　
（
北
原
）

賛
成
少
数
で
不
採
択

◆
東
条
文
化
会
館
条
例
及
び
滝

野
文
化
会
館
条
例
の
一
部
改
正

全
会
一
致
で
可
決

◆
や
し
ろ
国
際
学
習
塾
条
例
の

一
部
改
正

全
会
一
致
で
可
決

◆
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
条

例
制
定

全
会
一
致
で
可
決

【
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
付
託

議
案
】

　
　
　
　
　
（
↓
P6
記
事
参
照
）

◆
社
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
等
の

一
部
改
正

全
会
一
致
で
可
決

計
画

◆
新
都
市
建
設
計
画
の
変
更

〔
要
旨
〕
合
併
特
例
債
を
起
こ

す
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
5
年

延
長
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
新
都
市

建
設
計
画
を
変
更
し
、公
共
施
設

整
備
費
等
の
財
源
に
活
用
す
る
。

【
問
】
入
札
不
調
と
な
っ
た
東

条
小
中
一
貫
校
整
備
工
事
の
財

源
充
当
が
目
的
か
。

【
答
】
そ
う
で
は
な
い
。
起
債

期
間
延
長
で
限
度
額
の
残
り
約

52
億
円
の
財
源
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
。

【
問
】
当
初
計
画
に
は
小
中
一

貫
校
整
備
な
ど
一
文
も
書
い
て

い
な
い
。
当
初
計
画
の
内
容
は

改
正
し
な
い
の
か
。

【
答
】
当
初
策
定
し
た
新
都
市

建
設
計
画
の
理
念
は
市
の
総
合

計
画
に
受
け
継
い
で
お
り
、
当

初
計
画
の
変
更
は
必
要
な
い
。

反
対
討
論

現
状
と
の
整
合
性
が
全
く
取
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
東
条
地
域

小
中
一
貫
校
の
財
源
に
充
当
す

る
た
め
の
計
画
の
変
更
で
あ
り

反
対
す
る
。　
　
　
　
（
小
川
）

賛
成
討
論

起
債
期
間
が
5
年
延
長
と
な
り

市
の
財
政
の
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
機
会
を
逃
す
べ
き
で
は
な

い
た
め
賛
成
す
る
。　
（
大
畑
）

賛
成
多
数
で
可
決

財
産
取
得

◆
市
立
小
中
学
校
学
習
者
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
３
３
０
台

及
び
付
属
品
の
購
入

・
購
入
予
定
金
額
７
５
３
５
万

　
円

・
契
約
先　
（
株
）内
田
洋
行

・
契
約
方
法　

随
意
契
約

【
問
】
も
っ
と
安
価
な
製
品
を

購
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】
安
価
な
製
品
は
快
適
な

使
用
が
出
来
な
く
授
業
に
支
障

が
で
る
た
め
。
事
例
も
あ
る
。

【
問
】
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
は
分

離
発
注
し
な
け
れ
ば
特
定
業
者

に
偏
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】
今
後
の
検
討
課
題
と
す

る
。

反
対
討
論

仕
様
書
の
改
善
は
評
価
す
る

が
、
ソ
フ
ト
の
メ
ー
カ
ー
指
定

は
す
べ
き
で
な
い
。
同
等
品
表

記
も
研
究
す
べ
き
あ
り
反
対
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
（
藤
尾
）

こ
の
製
品
は
防
水
・
防
湿
で
も

な
い
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が

失
明
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め

反
対
す
る
。　
　
　
　
（
北
原
）

賛
成
多
数
で
可
決

補正額 補正後の額 主な内容
◆歳入：寄附金（ふるさと納税）21,000千円、国庫支出金（障害者自立支援給付費等国庫負担金等）14,797千円
◆歳出：人件費（期末手当等）、民生費（障害者自立支援等給付等）26,426千円、教育費（小学校特別
　支援教室改修費等）20,648千円、衛生費（予防接種対象者変更等）△15,963千円

療養諸費、高額療養費の増額
保険給付費の増額
人件費等
人件費等
人件費等
人件費等
寄付金（ケアホーム）
給与費、コイン式洗濯機購入（ケアホーム）

収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出
収益的収入
収益的支出

令和元年12月定例会各会計補正予算　　　　　　　　　　　　　　　　 　(単位：千円）

会計種別

水道事業（第3号）

下水道事業（第2号）

病院事業（第2号）

一般会計（第4号） 38,041

323,792
12,516
△248
646
736
29
100
497

19,429,452

4,192,983
3,547,695
1,312,888
804,167
1,977,209
1,802,338
2,618,514
2,718,299

国民健康保険（第3号）
介護保険保険事業（第3号） 

企
業
会
計

特
別
会
計

う
ち
だ
よ
う
こ
う



４５ かとう 市議会だより Ｎｏ.52 かとう 市議会だより Ｎｏ.52

 

所
管
事
務
調
査

第
２
次
加
東
市
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
基
本
計
画
案

〔
内
容
〕
人
権
課
題
へ
の
取
組

は
人
権
課
題
を
12
の
項
目
に
分

け
意
識
調
査
な
ど
の
結
果
を
踏

ま
え
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と
課
題

の
取
組
の
方
向
性
に
つ
い
て
記

載
。

【
問
】
市
独
自
の
取
組
内
容
は
。

【
答
】
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
考
察
及
び
市
条
例
や
地

域
性
を
踏
ま
え
た
課
題
等
に
つ

い
て
作
成
し
て
い
る
。

■
計
画
の
位
置
付
け

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
現
計
画
の
進
捗
状
況
と
次

期
計
画
案

〔
内
容
〕
次
期
計
画
は
令
和
２

年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の

５
年
間
の
子
育
て
支
援
事
業
計

画
。

■
他
計
画
と
の
連
携

【
問
】
鴨
川
保
育
園
や
米
田
こ

ど
も
園
は
廃
止
さ
れ
る
の
か
。

【
答
】
計
画
上
で
は
「
用
途
廃

止
」
だ
が
、
活
用
方
法
を
地
区

と
協
議
中
で
あ
り
、引
き
続
き
、

地
域
と
調
整
し
て
い
く
。

令
和
２
年
度
の
保
育
所
と
学
童

保
育
の
利
用
希
望
の
状
況

〔
状
況
〕
年
々
低
年
齢
の
入
所

者
数
が
増
え
て
い
る
。

〔
状
況
〕
令
和
２
年
度
、
３
カ

所
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
受

け
入
れ
可
能
人
数
を
上
回
っ
て

い
る
。

い
て
、
保
育
士
給
与
な
ど
の
官

民
格
差
が
あ
り
、
そ
の
部
分
に

補
助
す
る
方
を
優
先
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
髙
瀬
）

財
源
を
十
分
に
調
査
し
て
、
議

論
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
う

の
で
反
対
す
る
。 　
　
（
鷹
尾
）

賛
成
討
論　

給
食
費
を
集
金
す
る
負
担
も
大

き
い
う
え
、
滞
納
問
題
も
あ
る
。

財
源
に
関
し
て
も
保
育
料
の
無

償
化
で
、
浮
い
た
財
源
で
十
分

対
応
で
き
る
の
で
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
藤
尾
）

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

【
請
願
元̶

７
号
】

「
東
条
学
園
」
の
白
紙
撤
回
を

求
め
る
請
願

反
対
討
論　

客
観
的
に
見
た
請
願
理
由
で
は

な
い
の
で
、
こ
の
内
容
に
つ
い

て
は
賛
同
で
き
な
い
。（
藤
尾
）

賛
成
討
論　

請
願
者
の
発
言
は
事
実
に
基
づ

い
て
お
り
、当
時
小
学
校
P
T
A

会
長
も
「
危
な
い
場
所
に
学
校

を
建
て
る
の
は
反
対
」と
言
っ
て

い
た
の
で
賛
成
す
る
。（
北
原
）

　
　
　
　

賛
成
少
数
で
不
採
択

 

請
願
審
査

【
請
願
元̶

５
号
】

指
定
難
病
医
療
費
助
成
制
度
で

「
軽
症
」
と
さ
れ
た
難
病
患
者

を
同
助
成
の
対
象
と
す
る
よ
う

国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る

請
願

【
問
】
加
東
市
で
対
象
か
ら
は

ず
れ
た
方
は
ど
れ
位
い
る
の
か
。

【
答
】
加
東
市
で
の
数
値
の
把

握
は
し
て
い
な
い
が
、
兵
庫
県

で
は
約
２
割
の
方
が
対
象
か
ら

外
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

【
請
願
元̶

６
号
】

保
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請

願〔
内
容
〕

保
育
園
等
に
お
け
る
給
食
費
の

無
償
化
を
求
め
る
も
の
。

反
対
討
論　

加
東
市
内
の
こ
ど
も
園
等
に
お

や
し
ろ
国
際
学
習
塾
条
例
の
一

部
改
正

〔
改
正
理
由
〕
旧
図
書
・
情
報

セ
ン
タ
ー
部
分
を
多
目
的
室
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
と
消
費
税

率
増
に
よ
る
使
用
料
の
見
直
し

及
び
指
定
管
理
者
が
収
受
す
る

利
用
料
金
に
関
す
る
事
項
を
明

確
化
す
る
た
め
。

〔
施
行
日
〕
令
和
２
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
条
例

制
定

〔
制
定
理
由
〕
旧
社
こ
ど
も
園

管
理
棟
を
改
修
後
、
発
達
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
は
ぴ
あ
」
を

開
設
す
る
た
め
。

〔
施
行
日
〕
令
和
２
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

 

付
託
議
案
審
査

東
条
文
化
会
館
条
例
及
び
滝
野

文
化
会
館
条
例
の
一
部
改
正

〔
改
正
理
由
〕
消
費
税
率
増
に

よ
る
使
用
料
の
見
直
し
及
び
指

定
管
理
者
が
収
受
す
る
利
用
料

金
に
関
す
る
事
項
を
明
確
化
す

る
た
め
。

〔
施
行
日
〕
令
和
２
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

■
東
条
文
化
会
館

　
　
　
　

基
本
使
用
料
改
正
後

総務文教常任委員会

「軽症」難病患者の救済を求める請願を採択!!「軽症」難病患者の救済を求める請願を採択!!

保育園等の給食費補助を求める請願を採択!!保育園等の給食費補助を求める請願を採択!!

市道側

ＪＡみのり側

発達サポートセンター駐車場
　　19台（うち身障者用2台）

施設の名称

ホール

ホワイエ

リハーサル室

楽屋

使用時間

使用区分

平日 11,200

14,250

3,360

4,270

1,420

710

15,270

20,370

4,580

6,110

1,830

910

21,380

26,480

6,410

7,940

2,440

1,220

26,480

34,620

7,940

10,380

3,250

1,620

36,660

46,850

11,000

14,050

4,270

2,130

47,870

61,110

14,360

18,330

5,700

2,850

土・日曜日
休日

平日

土・日曜日
休日

午前９時
から正午
まで

午後１時
から午後
５時まで

午後６時
から午後
10時まで

午前９時
から午後
５時まで

午後１時
から午後
10時まで

午前９時
から午後
10時まで

間仕切使
用は半額

午前 午後 夜間 終日午前・午後 午後・夜間 備考
（単位：円）

加 東 市 総 合 計 画

加 東 市 人 権 尊 重 の

まちづくり基本計画

市の各種主要計画
・
地
域
福
祉
推
進
計
画
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
兵
庫
県
人
権
教
育
及
び
啓
発
に
関
す
る
総
合
推
進
指
針
（
県
）

・
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
（
国
） ・

加
東
市
地
域
福
祉
計
画

・
加
東
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

・
加
東
市
障
害
者
基
本
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児

　

福
祉
計
画

・
加
東
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

・
加
東
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

・
加
東
市
配
偶
者
等
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
対
策
基
本
計
画

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
実
践
モ
デ
ル
地
区
事
業
プ

　

ラ
ン

・
加
東
市
健
康
増
進
計
画
・
加
東
市
自
殺
対
策
計
画

・
加
東
市
地
域
防
災
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等

理念の共有 理念の共有

第3次加東市地域福祉計画

・子ども・子育て支援法
　第61条
・次世代育成支援対策
　推進法

第2期加東市
子ども・子育て支援事業計画
（令和2年度～令和6年度）

加東市障害者基本計画
第5期障害福祉計画
第1期障害児福祉計画

第2期加東市教育振興基本計画

第3次加東市男女共同参画プラン

加東市健康増進計画（第3期）

（1）　市内認定こども園・保育所の現況 （単位：人）

（※1）クラス年齢は、令和元年4月1日時点の満年齢。

定　員

R１．１１．１時点
入所者数（※1）

クラス年齢
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児

合計

７１

７１
1人

入所予定

１２８

１４６
1人

入所予定

１８９

２２２
5人

入所予定

２８２

２８５

３１８

３０１

３３２

３１９

１，３２０

１，３４４

（2）　令和2年度入所申込状況 （単位：人）

（単位：人）

（※2）クラス年齢は、令和2年4月1日時点の満年齢。

（2）　令和2年度入所申込状況

（※1）令和2年4月1日時点の学年

前年同時期申込者数

　前年比

社
学
年
内
訳
（※

1
）

1年
2年
3年
4年
5年
6年

４４
３９
３７
１２
９
１

１４２

１３４

６
７
１１
２

２６

２

２５

１
６
４
４
１
２

１８

２２

６
４
７
２
１

２０

１５

３

４

７

９

３３
４７
２５
２４
５
２

１３６

１６

１２３

１１
８
１１
５
３

３８

８

３７

２５
２４
１８
９
４
１

８１

１０７

６
５
１
３

２

１７

８

１３５
１４０
１１４
６５
２３
８

４８５

４８０

福田 米田 三草 鴨川 滝野東 滝野南 東条東 東条西 合計

R１．１１．５時点
申込者数（※2）

クラス年齢
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児

合計

７３

８０

△　７

２０１

１６４

３７

２１７

２５６

△　３９

３４８

２９０

５８

２９８

２９５

３

２９８

３１１

△　１３

１，４３５

１，３９６

３９

R１．１１．５時点
申込者数②

超過状況
②>①

前年同時期
申込者数

第2次加東市総合計画
（平成30年度～令和9年度）

「山よし！技よし！文化よし！夢がきらめく☆元気なまち加東」
～みんなが主役！絆で結ばれた  笑顔あふれる  しあわせ実感都市～

発達サポートセンター「はぴあ」
移転場所（旧社こども園管理棟）
発達サポートセンター「はぴあ」
移転場所（旧社こども園管理棟）

■今の日本は人権が尊重されている社会である（全体）

０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００（％)

そう思う どちらともいえない そう思わない 無回答

（平成30年度加東市人権に関する市民意識調査）

今回調査
（n=1,423）

前回調査
（n=798）

５０．５５０．５ ３０．５３０．５ １６．５１６．５ ２．５２．５

２５．２２５．２ ４５．５４５．５ ２５．８２５．８ ３．５３．５



４５ かとう 市議会だより Ｎｏ.52 かとう 市議会だより Ｎｏ.52

 
所
管
事
務
調
査

第
２
次
加
東
市
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
基
本
計
画
案

〔
内
容
〕
人
権
課
題
へ
の
取
組

は
人
権
課
題
を
12
の
項
目
に
分

け
意
識
調
査
な
ど
の
結
果
を
踏

ま
え
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と
課
題

の
取
組
の
方
向
性
に
つ
い
て
記

載
。

【
問
】
市
独
自
の
取
組
内
容
は
。

【
答
】
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
考
察
及
び
市
条
例
や
地

域
性
を
踏
ま
え
た
課
題
等
に
つ

い
て
作
成
し
て
い
る
。

■
計
画
の
位
置
付
け

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
現
計
画
の
進
捗
状
況
と
次

期
計
画
案

〔
内
容
〕
次
期
計
画
は
令
和
２

年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の

５
年
間
の
子
育
て
支
援
事
業
計

画
。

■
他
計
画
と
の
連
携

【
問
】
鴨
川
保
育
園
や
米
田
こ

ど
も
園
は
廃
止
さ
れ
る
の
か
。

【
答
】
計
画
上
で
は
「
用
途
廃

止
」
だ
が
、
活
用
方
法
を
地
区

と
協
議
中
で
あ
り
、引
き
続
き
、

地
域
と
調
整
し
て
い
く
。

令
和
２
年
度
の
保
育
所
と
学
童

保
育
の
利
用
希
望
の
状
況

〔
状
況
〕
年
々
低
年
齢
の
入
所

者
数
が
増
え
て
い
る
。

〔
状
況
〕
令
和
２
年
度
、
３
カ

所
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
受

け
入
れ
可
能
人
数
を
上
回
っ
て

い
る
。

い
て
、
保
育
士
給
与
な
ど
の
官

民
格
差
が
あ
り
、
そ
の
部
分
に

補
助
す
る
方
を
優
先
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
髙
瀬
）

財
源
を
十
分
に
調
査
し
て
、
議

論
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
う

の
で
反
対
す
る
。 　
　
（
鷹
尾
）

賛
成
討
論　

給
食
費
を
集
金
す
る
負
担
も
大

き
い
う
え
、
滞
納
問
題
も
あ
る
。

財
源
に
関
し
て
も
保
育
料
の
無

償
化
で
、
浮
い
た
財
源
で
十
分

対
応
で
き
る
の
で
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
藤
尾
）

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

【
請
願
元̶

７
号
】

「
東
条
学
園
」
の
白
紙
撤
回
を

求
め
る
請
願

反
対
討
論　

客
観
的
に
見
た
請
願
理
由
で
は

な
い
の
で
、
こ
の
内
容
に
つ
い

て
は
賛
同
で
き
な
い
。（
藤
尾
）

賛
成
討
論　

請
願
者
の
発
言
は
事
実
に
基
づ

い
て
お
り
、当
時
小
学
校
P
T
A

会
長
も
「
危
な
い
場
所
に
学
校

を
建
て
る
の
は
反
対
」と
言
っ
て

い
た
の
で
賛
成
す
る
。（
北
原
）

　
　
　
　

賛
成
少
数
で
不
採
択

 

請
願
審
査

【
請
願
元̶

５
号
】

指
定
難
病
医
療
費
助
成
制
度
で

「
軽
症
」
と
さ
れ
た
難
病
患
者

を
同
助
成
の
対
象
と
す
る
よ
う

国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る

請
願

【
問
】
加
東
市
で
対
象
か
ら
は

ず
れ
た
方
は
ど
れ
位
い
る
の
か
。

【
答
】
加
東
市
で
の
数
値
の
把

握
は
し
て
い
な
い
が
、
兵
庫
県

で
は
約
２
割
の
方
が
対
象
か
ら

外
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

【
請
願
元̶

６
号
】

保
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請

願〔
内
容
〕

保
育
園
等
に
お
け
る
給
食
費
の

無
償
化
を
求
め
る
も
の
。

反
対
討
論　

加
東
市
内
の
こ
ど
も
園
等
に
お

や
し
ろ
国
際
学
習
塾
条
例
の
一

部
改
正

〔
改
正
理
由
〕
旧
図
書
・
情
報

セ
ン
タ
ー
部
分
を
多
目
的
室
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
と
消
費
税

率
増
に
よ
る
使
用
料
の
見
直
し

及
び
指
定
管
理
者
が
収
受
す
る

利
用
料
金
に
関
す
る
事
項
を
明

確
化
す
る
た
め
。

〔
施
行
日
〕
令
和
２
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
条
例

制
定

〔
制
定
理
由
〕
旧
社
こ
ど
も
園

管
理
棟
を
改
修
後
、
発
達
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
は
ぴ
あ
」
を

開
設
す
る
た
め
。

〔
施
行
日
〕
令
和
２
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

 

付
託
議
案
審
査

東
条
文
化
会
館
条
例
及
び
滝
野

文
化
会
館
条
例
の
一
部
改
正

〔
改
正
理
由
〕
消
費
税
率
増
に

よ
る
使
用
料
の
見
直
し
及
び
指

定
管
理
者
が
収
受
す
る
利
用
料

金
に
関
す
る
事
項
を
明
確
化
す

る
た
め
。

〔
施
行
日
〕
令
和
２
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

■
東
条
文
化
会
館

　
　
　
　

基
本
使
用
料
改
正
後

総務文教常任委員会

「軽症」難病患者の救済を求める請願を採択!!「軽症」難病患者の救済を求める請願を採択!!

保育園等の給食費補助を求める請願を採択!!保育園等の給食費補助を求める請願を採択!!

市道側

ＪＡみのり側

発達サポートセンター駐車場
　　19台（うち身障者用2台）

施設の名称

ホール

ホワイエ

リハーサル室

楽屋

使用時間

使用区分

平日 11,200

14,250

3,360

4,270

1,420

710

15,270

20,370

4,580

6,110

1,830

910

21,380

26,480

6,410

7,940

2,440

1,220

26,480

34,620

7,940

10,380

3,250

1,620

36,660

46,850

11,000

14,050

4,270

2,130

47,870

61,110

14,360

18,330

5,700

2,850

土・日曜日
休日

平日

土・日曜日
休日

午前９時
から正午
まで

午後１時
から午後
５時まで

午後６時
から午後
10時まで

午前９時
から午後
５時まで

午後１時
から午後
10時まで

午前９時
から午後
10時まで

間仕切使
用は半額

午前 午後 夜間 終日午前・午後 午後・夜間 備考
（単位：円）

加 東 市 総 合 計 画

加 東 市 人 権 尊 重 の

まちづくり基本計画

市の各種主要計画
・
地
域
福
祉
推
進
計
画
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
兵
庫
県
人
権
教
育
及
び
啓
発
に
関
す
る
総
合
推
進
指
針
（
県
）

・
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
（
国
） ・

加
東
市
地
域
福
祉
計
画

・
加
東
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

・
加
東
市
障
害
者
基
本
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児

　

福
祉
計
画

・
加
東
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

・
加
東
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

・
加
東
市
配
偶
者
等
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
対
策
基
本
計
画

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
実
践
モ
デ
ル
地
区
事
業
プ

　

ラ
ン

・
加
東
市
健
康
増
進
計
画
・
加
東
市
自
殺
対
策
計
画

・
加
東
市
地
域
防
災
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等

理念の共有 理念の共有

第3次加東市地域福祉計画

・子ども・子育て支援法
　第61条
・次世代育成支援対策
　推進法

第2期加東市
子ども・子育て支援事業計画
（令和2年度～令和6年度）

加東市障害者基本計画
第5期障害福祉計画
第1期障害児福祉計画

第2期加東市教育振興基本計画

第3次加東市男女共同参画プラン

加東市健康増進計画（第3期）

（1）　市内認定こども園・保育所の現況 （単位：人）

（※1）クラス年齢は、令和元年4月1日時点の満年齢。

定　員

R１．１１．１時点
入所者数（※1）

クラス年齢
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児

合計

７１

７１
1人

入所予定

１２８

１４６
1人

入所予定

１８９

２２２
5人

入所予定

２８２

２８５

３１８

３０１

３３２

３１９

１，３２０

１，３４４

（2）　令和2年度入所申込状況 （単位：人）

（単位：人）

（※2）クラス年齢は、令和2年4月1日時点の満年齢。

（2）　令和2年度入所申込状況

（※1）令和2年4月1日時点の学年

前年同時期申込者数

　前年比

社
学
年
内
訳
（※

1
）

1年
2年
3年
4年
5年
6年

４４
３９
３７
１２
９
１

１４２

１３４

６
７
１１
２

２６

２

２５

１
６
４
４
１
２

１８

２２

６
４
７
２
１

２０

１５

３

４

７

９

３３
４７
２５
２４
５
２

１３６

１６

１２３

１１
８
１１
５
３

３８

８

３７

２５
２４
１８
９
４
１

８１

１０７

６
５
１
３

２

１７

８

１３５
１４０
１１４
６５
２３
８

４８５

４８０

福田 米田 三草 鴨川 滝野東 滝野南 東条東 東条西 合計

R１．１１．５時点
申込者数（※2）

クラス年齢
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児

合計

７３

８０

△　７

２０１

１６４

３７

２１７

２５６

△　３９

３４８

２９０

５８

２９８

２９５

３

２９８

３１１

△　１３

１，４３５

１，３９６

３９

R１．１１．５時点
申込者数②

超過状況
②>①

前年同時期
申込者数

第2次加東市総合計画
（平成30年度～令和9年度）

「山よし！技よし！文化よし！夢がきらめく☆元気なまち加東」
～みんなが主役！絆で結ばれた  笑顔あふれる  しあわせ実感都市～

発達サポートセンター「はぴあ」
移転場所（旧社こども園管理棟）
発達サポートセンター「はぴあ」
移転場所（旧社こども園管理棟）

■今の日本は人権が尊重されている社会である（全体）

０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００（％)

そう思う どちらともいえない そう思わない 無回答

（平成30年度加東市人権に関する市民意識調査）

今回調査
（n=1,423）

前回調査
（n=798）

５０．５５０．５ ３０．５３０．５ １６．５１６．５ ２．５２．５

２５．２２５．２ ４５．５４５．５ ２５．８２５．８ ３．５３．５
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所
管
事
務
調
査

◆
第
３
次
地
域
福
祉
計
画
案
及

び
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福

祉
推
進
計
画
案

〔
趣
旨
〕
年
齢
や
性
別
、
障
害

の
有
無
な
ど
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
尊
重

さ
れ
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

創
造
を
目
指
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
策
定
す
る
も
の

で
、
計
画
期
間
は
令
和
２
年
度

か
ら
５
年
間
。

【
問
】
移
動
手
段
の
確
保
が
喫

緊
の
課
題
。
自
主
運
行
バ
ス
を

令
和
６
年
度
ま
で
に
５
地
区
に

と
の
こ
と
だ
が
、
運
転
手
の
確

保
な
ど
課
題
が
多
く
困
難
で
は
。

【
答
】
各
地
域
が
自
ら
課
題
解

決
に
取
り
組
も
う
と
す
る
意
識

が
大
事
と
考
え
、
積
極
的
な
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
問
】
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
参
加
者
が
減
少
傾
向

に
あ
る
中
、
協
力
会
員
の
活
動

回
数
の
数
値
目
標
が
か
な
り
大

き
い
。
特
定
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の

負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
ら
な

い
か
。

【
答
】
受
講
終
了
者
へ
の
協
力

会
員
登
録
依
頼
な
ど
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
た
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
に
よ
り
実
働
者
を

確
保
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
希

望
者
を
活
動
に
結
び
つ
け
る
方

策
は
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】
社
会
福
祉
協
議
会
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
希
望
者
の
発

掘
や
登
録
、
情
報
発
信
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】
計
画
推
進
に
は
民
生
・

児
童
委
員
と
協
力
委
員
の
活
動

が
最
も
重
要
だ
が
負
担
が
大
き

す
ぎ
る
。
地
域
の
方
が
活
動
内

容
を
知
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

【
答
】
民
生
委
員
等
の
協
力
と

と
も
に
、「
ご
近
所
」
の
理
解

と
か
か
わ
り
の
必
要
性
を
広
め

て
い
く
。

◆
加
東
市
健
康
増
進
計
画
第
３

期
案

〔
趣
旨
〕
医
学
の
進
歩
な
ど
に

よ
り
平
均
寿
命
が
延
び
る
一
方

で
、
食
生
活
の
変
化
や
高
齢
化

が
進
展
し
、
ス
ト
レ
ス
も
増
加

し
て
い
る
。
身
体
の
健
康
と
こ

こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
主

体
的
に
生
涯
を
通
し
て
健
康
で

笑
顔
が
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
策
定
す
る
も
の
で
、

計
画
期
間
は
令
和
２
年
度
か
ら

５
年
間
。

【
問
】
現
実
と
し
て
兵
庫
県
の

地
域
医
療
構
想
は
進
ん
で
い
な

い
と
感
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

こ
の
計
画
に
取
り
入
れ
る
こ
と

の
是
非
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

【
答
】
県
の
保
健
医
療
計
画
の

中
で
、
市
と
し
て
取
組
可
能
な

医
療
に
関
す
る
事
柄
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。

【
問
】
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率

が
低
い
が
、
所
感
は
。

【
答
】
気
に
は
な
っ
て
い
る
。

健
康
に
関
す
る
無
関
心
層
へ
の

取
組
が
大
事
と
は
捉
え
て
い
る
。

【
問
】
喫
煙
に
関
す
る
認
知
度

が
低
下
し
て
い
る
が
。

【
答
】
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
周

知
・
啓
発
す
る
必
要
が
あ
る
と

痛
感
し
て
い
る
。

◆
前
立
腺
が
ん
検
診
の
無
料
化

〔
内
容
〕
50
才
、
55
才
、
60
才
、

65
才
、
70
才
の
男
性
が
、
ま
ち

ぐ
る
み
健
診
時
に
受
診
し
た
場

合
、
５
０
０
円
の
個
人
負
担
を

無
料
化
す
る
も
の
。

◆
野
村
地
区
ほ
場
整
備
事
業

〔
事
業
概
要
〕
区
域
の
面
積
＝

約
７
ha
、
農
道
幅
員
＝
Ｗ
4
ｍ

1
区
画
の
最
低
面
積
＝
１
ha

（
国
庫
補
助
条
件
：
農
地
集
約

を
推
進
す
る
た
め
）

担
い
手
へ
の
集
約
計
画
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
も
必
須

【
問
】
補
助
採
択
条
件
が
大
変

厳
し
い
が
、
事
業
が
と
ん
挫
す

る
懸
念
は
な
い
か
。

【
答
】
現
在
の
農
業
施
設
の
補

修
や
修
繕
に
留
ま
る
可
能
性
は

あ
る
。

【
問
】
経
営
計
画
も
必
要
と
聞

く
が
、
関
係
者
へ
の
説
明
は
。

補
助
金
返
還
の
リ
ス
ク
は
。

【
答
】
将
来
的
な
収
益
増
（
例

え
ば
、
高
収
益
作
物
を
生
産
し

て
流
通
さ
せ
る
計
画
）
が
な
け

れ
ば
採
択
さ
れ
な
い
こ
と
は
複

数
回
説
明
し
て
い
る
。

　

目
標
値
に
対
し
一
定
の
努
力

が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
直
ち
に
返

還
と
は
な
ら
な
い
。

【
問
】
野
村
地
区
は
旧
社
町
で

初
め
て
ほ
場
整
備
に
取
り
組
ま

れ
た
地
区
。
団
体
営
や
県
営
事

業
の
先
駆
け
と
な
っ
た
貢
献
は

大
き
い
。
市
の
単
独
事
業
で
の

実
施
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

【
答
】
ほ
場
整
備
事
業
だ
け
が

方
法
と
は
考
え
て
い
な
い
。
農

地
の
集
積
が
で
き
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
現
状
の
農
道
・
水
路
の

改
修
に
よ
る
営
農
改
善
に
転
換

す
る
時
期
と
も
考
え
て
い
る
。

【
問
】
区
画
を
整
理
し
な
い
と

効
果
は
な
い
。
水
持
ち
が
悪
く

客
土
が
必
要
で
、
７
ha
と
い
う

狭
い
区
域
で
１
ha
の
区
画
は
無

理
。
地
域
に
合
っ
た
手
法
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】
農
道
や
水
路
の
改
修
と

畦
飛
ば
し
に
よ
る
区
画
変
更
と

い
っ
た
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。

今
後
、
地
区
と
協
議
す
る
。

◆
そ
の
他　

高
齢
者
の
孤
立
化

を
防
ぐ
取
組
／
上
下
水
道
料
金

の
検
討
状
況
／
統
合
浄
水
場
整

備
事
業
及
び
下
水
処
理
場
統
合

事
業
の
進
捗
状
況

野村地区ほ場

←
野
村
地
区
計
画
平
面
図
（
案
）

やしろ鴨川の郷

　

そ
の
結
果
、
各
関
係
機
関
か

ら
、
本
年
度
中
に
実
施
す
る
も

の
が
３
カ
所
、
そ
の
他
は
管
内

で
の
優
先
順
位
・
緊
急
性
を
検

討
す
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
国
・
県
道
、
市
道

の
区
別
な
く
、
道
路
が
適
切
に

維
持
管
理
さ
れ
る
よ
う
調
査
を

継
続
し
ま
す
。

　

当
委
員
会
の
令
和
元
年
の
重

点
取
組
事
項
と
し
て
、
道
路
状

況
を
調
査
し
修
繕
が
必
要
な
個

所
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
へ
要

望
す
る
こ
と
と
し
て
活
動
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
特
に
交
通
量
も
多
く

市
民
も
頻
繁
に
通
行
す
る
国
・

県
道
を
重
点
的
に
調
査
す
る
こ

と
と
し
、
各
委
員
か
ら
提
出
さ

れ
た
修
繕
が
必
要
と
思
わ
れ
る

個
所
を
現
地
調
査
。
特
に
路
面

損
傷
が
著
し
い
国
道
３
７
２
号

で
路
面
修
繕
５
カ
所
と
横
断
歩

道
や
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
の
表
示
２

カ
所
を
、
そ
の
他
の
県
道
で
路

面
修
繕
３
カ
所
と
横
断
歩
道
や

外
側
線
の
表
示
２
カ
所
に
つ
い

て
市
長
を
通
じ
加
東
土
木
事
務

所
及
び
加
東
警
察
署
へ
修
繕
要

望
し
ま
し
た
。

議
会
に
上
程
し
周
知
期
間
を
設

け
て
４
月
実
施
と
し
た
。
指
定

管
理
者
も
了
承
し
て
い
る
。

【
問
】
と
ど
ろ
き
荘
は
増
税
分

を
経
営
努
力
で
賄
う
の
か
。

【
答
】
増
税
分
の
影
響
額
は
約

53
万
円
で
、
利
用
者
へ
の
ポ
イ

ン
ト
交
付
方
法
や
割
引
券
配
布

方
法
の
見
直
し
等
で
賄
え
る
。

【
問
】
鴨
川
の
郷
と
ぽ
か
ぽ
の

実
際
の
料
金
は
。

【
答
】
鴨
川
の
郷
は
現
行
料
金

の
10
％
ア
ッ
プ
、
ぽ
か
ぽ
の
入

浴
料
金
は
大
人
６
５
０
円
で
調

整
し
て
い
る
。

賛
成
討
論　

利
用
料
金
の
決
定

が
指
定
管
理
者
に
よ
り
弾
力
的

に
運
用
で
き
る
の
は
い
い
取
組

で
運
営
の
仕
方
に
幅
が
で
き
る
。

た
だ
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を

期
待
す
る
。　
　
　
　
（
小
川
）

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

 

付
託
議
案
審
査

社
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
と
ど
ろ
き

荘
・
や
し
ろ
鴨
川
の
郷
・
滝
野

交
流
保
養
館
ぽ
か
ぽ
の
利
用
料

金
改
正
条
例

〔
要
旨
〕
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
伴
い
利
用
料
金
を
見
直
す

と
と
も
に
指
定
管
理
者
が
収
受

す
る
こ
と
を
明
確
化
す
る
も
の
。

　

社
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
と
ど
ろ

き
荘
の
会
議
室
等
の
利
用
料
金

は
2
％
増
、
と
ど
ろ
き
荘
の
入

浴
料
は
据
え
置
く
。
ま
た
、
や

し
ろ
鴨
川
の
郷
の
利
用
料
金
と

ぽ
か
ぽ
の
入
浴
料
金
に
つ
い
て

は
、
上
限
額
を
規
定
す
る
こ
と

に
改
め
、
市
長
の
承
認
を
得
て

指
定
管
理
者
が
定
め
る
こ
と
と

し
、
柔
軟
な
運
営
と
価
格
設
定

を
可
能
に
す
る
も
の
。

【
問
】
近
隣
の
同
様
施
設
と
比

較
し
た
か
。

【
答
】
ぬ
く
も
り
の
郷
は
す
で

に
大
人
７
０
０
円
、
子
ど
も
３

０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
消
費
税
率
増
は
10
月
で

あ
っ
た
が
、
来
年
４
月
ま
で
の

増
税
分
は
指
定
管
理
者
が
負
担

す
る
と
い
う
こ
と
か
。
同
時
に

改
定
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】
鴨
川
の
郷
の
宿
泊
予
約

は
３
カ
月
前
か
ら
の
受
付
で
、

今
回
の
増
税
は
間
際
ま
で
微
妙

な
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
12
月

産業厚生常任委員会

安全で快適な通行のため、
　　　路面や外側線、横断歩道等の調査を実施
安全で快適な通行のため
国・県道の修繕を要望国・県道の修繕を要望
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所
管
事
務
調
査

◆
第
３
次
地
域
福
祉
計
画
案
及

び
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福

祉
推
進
計
画
案

〔
趣
旨
〕
年
齢
や
性
別
、
障
害

の
有
無
な
ど
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
尊
重

さ
れ
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

創
造
を
目
指
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
策
定
す
る
も
の

で
、
計
画
期
間
は
令
和
２
年
度

か
ら
５
年
間
。

【
問
】
移
動
手
段
の
確
保
が
喫

緊
の
課
題
。
自
主
運
行
バ
ス
を

令
和
６
年
度
ま
で
に
５
地
区
に

と
の
こ
と
だ
が
、
運
転
手
の
確

保
な
ど
課
題
が
多
く
困
難
で
は
。

【
答
】
各
地
域
が
自
ら
課
題
解

決
に
取
り
組
も
う
と
す
る
意
識

が
大
事
と
考
え
、
積
極
的
な
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
問
】
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
参
加
者
が
減
少
傾
向

に
あ
る
中
、
協
力
会
員
の
活
動

回
数
の
数
値
目
標
が
か
な
り
大

き
い
。
特
定
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の

負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
ら
な

い
か
。

【
答
】
受
講
終
了
者
へ
の
協
力

会
員
登
録
依
頼
な
ど
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
た
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
に
よ
り
実
働
者
を

確
保
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
希

望
者
を
活
動
に
結
び
つ
け
る
方

策
は
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】
社
会
福
祉
協
議
会
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
希
望
者
の
発

掘
や
登
録
、
情
報
発
信
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】
計
画
推
進
に
は
民
生
・

児
童
委
員
と
協
力
委
員
の
活
動

が
最
も
重
要
だ
が
負
担
が
大
き

す
ぎ
る
。
地
域
の
方
が
活
動
内

容
を
知
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

【
答
】
民
生
委
員
等
の
協
力
と

と
も
に
、「
ご
近
所
」
の
理
解

と
か
か
わ
り
の
必
要
性
を
広
め

て
い
く
。

◆
加
東
市
健
康
増
進
計
画
第
３

期
案

〔
趣
旨
〕
医
学
の
進
歩
な
ど
に

よ
り
平
均
寿
命
が
延
び
る
一
方

で
、
食
生
活
の
変
化
や
高
齢
化

が
進
展
し
、
ス
ト
レ
ス
も
増
加

し
て
い
る
。
身
体
の
健
康
と
こ

こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
主

体
的
に
生
涯
を
通
し
て
健
康
で

笑
顔
が
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
策
定
す
る
も
の
で
、

計
画
期
間
は
令
和
２
年
度
か
ら

５
年
間
。

【
問
】
現
実
と
し
て
兵
庫
県
の

地
域
医
療
構
想
は
進
ん
で
い
な

い
と
感
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

こ
の
計
画
に
取
り
入
れ
る
こ
と

の
是
非
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

【
答
】
県
の
保
健
医
療
計
画
の

中
で
、
市
と
し
て
取
組
可
能
な

医
療
に
関
す
る
事
柄
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。

【
問
】
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率

が
低
い
が
、
所
感
は
。

【
答
】
気
に
は
な
っ
て
い
る
。

健
康
に
関
す
る
無
関
心
層
へ
の

取
組
が
大
事
と
は
捉
え
て
い
る
。

【
問
】
喫
煙
に
関
す
る
認
知
度

が
低
下
し
て
い
る
が
。

【
答
】
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
周

知
・
啓
発
す
る
必
要
が
あ
る
と

痛
感
し
て
い
る
。

◆
前
立
腺
が
ん
検
診
の
無
料
化

〔
内
容
〕
50
才
、
55
才
、
60
才
、

65
才
、
70
才
の
男
性
が
、
ま
ち

ぐ
る
み
健
診
時
に
受
診
し
た
場

合
、
５
０
０
円
の
個
人
負
担
を

無
料
化
す
る
も
の
。

◆
野
村
地
区
ほ
場
整
備
事
業

〔
事
業
概
要
〕
区
域
の
面
積
＝

約
７
ha
、
農
道
幅
員
＝
Ｗ
4
ｍ

1
区
画
の
最
低
面
積
＝
１
ha

（
国
庫
補
助
条
件
：
農
地
集
約

を
推
進
す
る
た
め
）

担
い
手
へ
の
集
約
計
画
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
も
必
須

【
問
】
補
助
採
択
条
件
が
大
変

厳
し
い
が
、
事
業
が
と
ん
挫
す

る
懸
念
は
な
い
か
。

【
答
】
現
在
の
農
業
施
設
の
補

修
や
修
繕
に
留
ま
る
可
能
性
は

あ
る
。

【
問
】
経
営
計
画
も
必
要
と
聞

く
が
、
関
係
者
へ
の
説
明
は
。

補
助
金
返
還
の
リ
ス
ク
は
。

【
答
】
将
来
的
な
収
益
増
（
例

え
ば
、
高
収
益
作
物
を
生
産
し

て
流
通
さ
せ
る
計
画
）
が
な
け

れ
ば
採
択
さ
れ
な
い
こ
と
は
複

数
回
説
明
し
て
い
る
。

　

目
標
値
に
対
し
一
定
の
努
力

が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
直
ち
に
返

還
と
は
な
ら
な
い
。

【
問
】
野
村
地
区
は
旧
社
町
で

初
め
て
ほ
場
整
備
に
取
り
組
ま

れ
た
地
区
。
団
体
営
や
県
営
事

業
の
先
駆
け
と
な
っ
た
貢
献
は

大
き
い
。
市
の
単
独
事
業
で
の

実
施
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

【
答
】
ほ
場
整
備
事
業
だ
け
が

方
法
と
は
考
え
て
い
な
い
。
農

地
の
集
積
が
で
き
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
現
状
の
農
道
・
水
路
の

改
修
に
よ
る
営
農
改
善
に
転
換

す
る
時
期
と
も
考
え
て
い
る
。

【
問
】
区
画
を
整
理
し
な
い
と

効
果
は
な
い
。
水
持
ち
が
悪
く

客
土
が
必
要
で
、
７
ha
と
い
う

狭
い
区
域
で
１
ha
の
区
画
は
無

理
。
地
域
に
合
っ
た
手
法
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】
農
道
や
水
路
の
改
修
と

畦
飛
ば
し
に
よ
る
区
画
変
更
と

い
っ
た
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。

今
後
、
地
区
と
協
議
す
る
。

◆
そ
の
他　

高
齢
者
の
孤
立
化

を
防
ぐ
取
組
／
上
下
水
道
料
金

の
検
討
状
況
／
統
合
浄
水
場
整

備
事
業
及
び
下
水
処
理
場
統
合

事
業
の
進
捗
状
況

野村地区ほ場

←
野
村
地
区
計
画
平
面
図
（
案
）

やしろ鴨川の郷

　

そ
の
結
果
、
各
関
係
機
関
か

ら
、
本
年
度
中
に
実
施
す
る
も

の
が
３
カ
所
、
そ
の
他
は
管
内

で
の
優
先
順
位
・
緊
急
性
を
検

討
す
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
国
・
県
道
、
市
道

の
区
別
な
く
、
道
路
が
適
切
に

維
持
管
理
さ
れ
る
よ
う
調
査
を

継
続
し
ま
す
。

　

当
委
員
会
の
令
和
元
年
の
重

点
取
組
事
項
と
し
て
、
道
路
状

況
を
調
査
し
修
繕
が
必
要
な
個

所
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
へ
要

望
す
る
こ
と
と
し
て
活
動
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
特
に
交
通
量
も
多
く

市
民
も
頻
繁
に
通
行
す
る
国
・

県
道
を
重
点
的
に
調
査
す
る
こ

と
と
し
、
各
委
員
か
ら
提
出
さ

れ
た
修
繕
が
必
要
と
思
わ
れ
る

個
所
を
現
地
調
査
。
特
に
路
面

損
傷
が
著
し
い
国
道
３
７
２
号

で
路
面
修
繕
５
カ
所
と
横
断
歩

道
や
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
の
表
示
２

カ
所
を
、
そ
の
他
の
県
道
で
路

面
修
繕
３
カ
所
と
横
断
歩
道
や

外
側
線
の
表
示
２
カ
所
に
つ
い

て
市
長
を
通
じ
加
東
土
木
事
務

所
及
び
加
東
警
察
署
へ
修
繕
要

望
し
ま
し
た
。

議
会
に
上
程
し
周
知
期
間
を
設

け
て
４
月
実
施
と
し
た
。
指
定

管
理
者
も
了
承
し
て
い
る
。

【
問
】
と
ど
ろ
き
荘
は
増
税
分

を
経
営
努
力
で
賄
う
の
か
。

【
答
】
増
税
分
の
影
響
額
は
約

53
万
円
で
、
利
用
者
へ
の
ポ
イ

ン
ト
交
付
方
法
や
割
引
券
配
布

方
法
の
見
直
し
等
で
賄
え
る
。

【
問
】
鴨
川
の
郷
と
ぽ
か
ぽ
の

実
際
の
料
金
は
。

【
答
】
鴨
川
の
郷
は
現
行
料
金

の
10
％
ア
ッ
プ
、
ぽ
か
ぽ
の
入

浴
料
金
は
大
人
６
５
０
円
で
調

整
し
て
い
る
。

賛
成
討
論　

利
用
料
金
の
決
定

が
指
定
管
理
者
に
よ
り
弾
力
的

に
運
用
で
き
る
の
は
い
い
取
組

で
運
営
の
仕
方
に
幅
が
で
き
る
。

た
だ
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を

期
待
す
る
。　
　
　
　
（
小
川
）

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

 

付
託
議
案
審
査

社
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
と
ど
ろ
き

荘
・
や
し
ろ
鴨
川
の
郷
・
滝
野

交
流
保
養
館
ぽ
か
ぽ
の
利
用
料

金
改
正
条
例

〔
要
旨
〕
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
伴
い
利
用
料
金
を
見
直
す

と
と
も
に
指
定
管
理
者
が
収
受

す
る
こ
と
を
明
確
化
す
る
も
の
。

　

社
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
と
ど
ろ

き
荘
の
会
議
室
等
の
利
用
料
金

は
2
％
増
、
と
ど
ろ
き
荘
の
入

浴
料
は
据
え
置
く
。
ま
た
、
や

し
ろ
鴨
川
の
郷
の
利
用
料
金
と

ぽ
か
ぽ
の
入
浴
料
金
に
つ
い
て

は
、
上
限
額
を
規
定
す
る
こ
と

に
改
め
、
市
長
の
承
認
を
得
て

指
定
管
理
者
が
定
め
る
こ
と
と

し
、
柔
軟
な
運
営
と
価
格
設
定

を
可
能
に
す
る
も
の
。

【
問
】
近
隣
の
同
様
施
設
と
比

較
し
た
か
。

【
答
】
ぬ
く
も
り
の
郷
は
す
で

に
大
人
７
０
０
円
、
子
ど
も
３

０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
消
費
税
率
増
は
10
月
で

あ
っ
た
が
、
来
年
４
月
ま
で
の

増
税
分
は
指
定
管
理
者
が
負
担

す
る
と
い
う
こ
と
か
。
同
時
に

改
定
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】
鴨
川
の
郷
の
宿
泊
予
約

は
３
カ
月
前
か
ら
の
受
付
で
、

今
回
の
増
税
は
間
際
ま
で
微
妙

な
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
12
月

産業厚生常任委員会

安全で快適な通行のため、
　　　路面や外側線、横断歩道等の調査を実施
安全で快適な通行のため
国・県道の修繕を要望国・県道の修繕を要望
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各会場での市民の主な意見
【問】コスミックホールのモニュメントを移設して保存できないのか。
【答】基礎がコンクリートで固定されており、移設時に壊す必要があるため保存は難しい。

【問】東条東小学校、東条西小学校の廃校後の校舎の活用は、子どものために使ってもらいたい
が現状はどうなっているのか。
【答】行政と地元住民との協議を予定していると聞いている。協議会は傍聴も可能と思うので、
市のホームページで確認をしてほしい。

【問】総務文教常任委員会の視察は良かったと思う。岡山県奈義町の視察の成果をどのように加
東市に活かすのか。
【答】規模的にも違うし、補助の取り組みも加東市の現状には合っていないが、今後、議会とし
ても少子高齢化、人口減少の問題に取り組む。

【問】行方不明者の捜索では、消防団の出動要請が主に夜になり、団員に負担がかかっている。
そうならないようにGPS装着の徹底をしてほしい。また、防犯カメラの設置台数を増やしてほ
しい。
【答】要望として伺っておく。防犯カメラの設置については、関係機関と協議し毎年増設してい
る。

【問】加東アート館を観光資源の軸とする、とあるが実際できるのか？構想はあるのか。
【答】播磨中央公園やぽかぽからの人の流れを確立するように、計画をしっかり審査していく。

【問】自主運行バス導入並びに買い物弱者対策について、議会はどのように考えているのか。上
滝野や下滝野地区は近くにお店が多くあり不便さを感じないが、他の地区はお店もなく不便さ
を感じられている。
【答】４年前から滝野地域は生活支援協議会で検討され、コープこうべが地域の公民館等に販売
箇所を設け、買い物弱者対策を講じられてきている。滝野地域自主運行バス導入についても、
市としては平成30年度に区長会で「自主運行バス導入」について説明会を開催し、導入に向け
取組を進めている。

【問】加東アート館の今後について、どのような運営をしていくのか。しっかりと事業計画、収
支計画を出すべきと考えるが思い付きのような気がしている。
【答】議会としては、収支計画を提出すべく指摘をしている。アート館は観光拠点として、来訪
者が市内観光の周遊ができるよう活かしていく予定である。

【問】補助金はありがたいが、実施報告書等かなり複雑な書類の提出がある。仕方がないかもわ
からないが、もう少し簡素化できないのか。（特に県・国では５年間の追跡調査もある。）
【答】税金を投入する以上確認書類は必要になってくる。できるだけ簡素にとのご意見として伺
っておく。

【問】加東市民病院のあり方について、急性期で救急対応があまりできていない。市民にとって
は一番大切な事だ。知り合いの方が救急で断られたことがある。
【答】現在、高度医療に関しては北播磨医療センター、西脇病院に委ね、加東市民病院は急性期、
回復期などを担っている。近隣病院や民間病院との連携により対応している。

【問】加東市も決裁を電子決裁処理にしてはどうか。
【答】現在、既に一部では電子決裁を行っている。電子決裁もよいが手続き上の課題もある。

【問】私が住む地区の道路側溝の会所に、泥たまりや草が生え蓋から出ている。大雨の時など、
排水ができなくなり水が溢れて防災上心配だ。アドプトプログラムの制度を使って個人的に行
うしかないのか。
【答】市は予算等も確保して草刈り等を行っているが、側溝等の清掃まではなかなか難しい面も
ある。アドプトプログラムについて土木課へ相談されたらいかがか。ぜひ制度を活用していた
だきたい。

【問】高齢者等の移動手段のひとつに自主運行バスがあるが、地区で運転手を確保せよというの
は酷くないか。今後導入しても、運転手確保が難しいため導入をしないと決めた地区もあると
聞くが、持続可能とするため何らかの対策を講じるべきではないか。
【答】市は自主運行バスを積極的に推進している。運転手確保への課題は議会でも指摘している。
今後も調査するなど注視していく。

【問】ほ場整備されていない田が耕作放棄地になっている。後継者や担い手がいない。また村が
まとまらない。
【答】現実性のある人・農地プラン策定が必要であるし、もち麦も定着するまで、市の支援が必
要。
【問】加東市は、「安心・安全のまちづくりを目指す」ならば、一時避難所が使えないときに次
にどこに避難すればよいかといった周知をすべきである。また、民間の施設も避難所として活
用できるよう、協力要請をすべきである。
【答】滝野地域でも民間施設の避難所としての活用について意見が出された。「民間施設の避難
所としての活用と、一時避難所が浸水等で利用できない地域は次にどこに行けばよいかを市民
に周知すべき」については、理事者側に伝える。

【問】鳥獣被害対策について、今年はイノシシの被害が多い。田のあぜを荒らすが、農業共済の
方で補助してもらえるものはないのだろうか。
【答】これに関しての特別な対策はないように思う。市の一般の補助申請（３割以内の補助）か、
多面的機能支払い交付金を使えるならそちらの方がいいのでは。

前号（第51号）の決算特別委員会（産業振興部）の記事（Ｐ5）で就労に結びついた件数を「12件」
と誤って記載しておりました。正しい件数は「46件」でした。訂正してお詫び申し上げます。

◎訂正とお詫び

議会報告会

令和元年 を開催しました第19回議会報告会第19回議会報告会
11月7日(木）
とどろき荘１３人

11月8日(金）
上滝野公民館１４人

11月9日（土）
社公民館１４人

移住してきた若いお母さん方に
子ども連れで参加していただき、
今後の子育ての取り組みについ
てご意見をいただいた。また、
斬新な取り組みの「森のようち
えん」の運営支援についての問
い合わせもあった。

関心のある課題に対し、回答が
納得していただけただろうかと
思うところであるが、積極的な
意見交換ができた。

穏やかな雰囲気の中、
意見交換ができた。

＜次のページヘ続く＞



８９ かとう 市議会だより Ｎｏ.52 かとう 市議会だより Ｎｏ.52

各会場での市民の主な意見
【問】コスミックホールのモニュメントを移設して保存できないのか。
【答】基礎がコンクリートで固定されており、移設時に壊す必要があるため保存は難しい。

【問】東条東小学校、東条西小学校の廃校後の校舎の活用は、子どものために使ってもらいたい
が現状はどうなっているのか。
【答】行政と地元住民との協議を予定していると聞いている。協議会は傍聴も可能と思うので、
市のホームページで確認をしてほしい。

【問】総務文教常任委員会の視察は良かったと思う。岡山県奈義町の視察の成果をどのように加
東市に活かすのか。
【答】規模的にも違うし、補助の取り組みも加東市の現状には合っていないが、今後、議会とし
ても少子高齢化、人口減少の問題に取り組む。

【問】行方不明者の捜索では、消防団の出動要請が主に夜になり、団員に負担がかかっている。
そうならないようにGPS装着の徹底をしてほしい。また、防犯カメラの設置台数を増やしてほ
しい。
【答】要望として伺っておく。防犯カメラの設置については、関係機関と協議し毎年増設してい
る。

【問】加東アート館を観光資源の軸とする、とあるが実際できるのか？構想はあるのか。
【答】播磨中央公園やぽかぽからの人の流れを確立するように、計画をしっかり審査していく。

【問】自主運行バス導入並びに買い物弱者対策について、議会はどのように考えているのか。上
滝野や下滝野地区は近くにお店が多くあり不便さを感じないが、他の地区はお店もなく不便さ
を感じられている。
【答】４年前から滝野地域は生活支援協議会で検討され、コープこうべが地域の公民館等に販売
箇所を設け、買い物弱者対策を講じられてきている。滝野地域自主運行バス導入についても、
市としては平成30年度に区長会で「自主運行バス導入」について説明会を開催し、導入に向け
取組を進めている。

【問】加東アート館の今後について、どのような運営をしていくのか。しっかりと事業計画、収
支計画を出すべきと考えるが思い付きのような気がしている。
【答】議会としては、収支計画を提出すべく指摘をしている。アート館は観光拠点として、来訪
者が市内観光の周遊ができるよう活かしていく予定である。

【問】補助金はありがたいが、実施報告書等かなり複雑な書類の提出がある。仕方がないかもわ
からないが、もう少し簡素化できないのか。（特に県・国では５年間の追跡調査もある。）
【答】税金を投入する以上確認書類は必要になってくる。できるだけ簡素にとのご意見として伺
っておく。

【問】加東市民病院のあり方について、急性期で救急対応があまりできていない。市民にとって
は一番大切な事だ。知り合いの方が救急で断られたことがある。
【答】現在、高度医療に関しては北播磨医療センター、西脇病院に委ね、加東市民病院は急性期、
回復期などを担っている。近隣病院や民間病院との連携により対応している。

【問】加東市も決裁を電子決裁処理にしてはどうか。
【答】現在、既に一部では電子決裁を行っている。電子決裁もよいが手続き上の課題もある。

【問】私が住む地区の道路側溝の会所に、泥たまりや草が生え蓋から出ている。大雨の時など、
排水ができなくなり水が溢れて防災上心配だ。アドプトプログラムの制度を使って個人的に行
うしかないのか。
【答】市は予算等も確保して草刈り等を行っているが、側溝等の清掃まではなかなか難しい面も
ある。アドプトプログラムについて土木課へ相談されたらいかがか。ぜひ制度を活用していた
だきたい。

【問】高齢者等の移動手段のひとつに自主運行バスがあるが、地区で運転手を確保せよというの
は酷くないか。今後導入しても、運転手確保が難しいため導入をしないと決めた地区もあると
聞くが、持続可能とするため何らかの対策を講じるべきではないか。
【答】市は自主運行バスを積極的に推進している。運転手確保への課題は議会でも指摘している。
今後も調査するなど注視していく。

【問】ほ場整備されていない田が耕作放棄地になっている。後継者や担い手がいない。また村が
まとまらない。
【答】現実性のある人・農地プラン策定が必要であるし、もち麦も定着するまで、市の支援が必
要。
【問】加東市は、「安心・安全のまちづくりを目指す」ならば、一時避難所が使えないときに次
にどこに避難すればよいかといった周知をすべきである。また、民間の施設も避難所として活
用できるよう、協力要請をすべきである。
【答】滝野地域でも民間施設の避難所としての活用について意見が出された。「民間施設の避難
所としての活用と、一時避難所が浸水等で利用できない地域は次にどこに行けばよいかを市民
に周知すべき」については、理事者側に伝える。

【問】鳥獣被害対策について、今年はイノシシの被害が多い。田のあぜを荒らすが、農業共済の
方で補助してもらえるものはないのだろうか。
【答】これに関しての特別な対策はないように思う。市の一般の補助申請（３割以内の補助）か、
多面的機能支払い交付金を使えるならそちらの方がいいのでは。

前号（第51号）の決算特別委員会（産業振興部）の記事（Ｐ5）で就労に結びついた件数を「12件」
と誤って記載しておりました。正しい件数は「46件」でした。訂正してお詫び申し上げます。

◎訂正とお詫び

議会報告会

令和元年 を開催しました第19回議会報告会第19回議会報告会
11月7日(木）
とどろき荘１３人

11月8日(金）
上滝野公民館１４人

11月9日（土）
社公民館１４人

移住してきた若いお母さん方に
子ども連れで参加していただき、
今後の子育ての取り組みについ
てご意見をいただいた。また、
斬新な取り組みの「森のようち
えん」の運営支援についての問
い合わせもあった。

関心のある課題に対し、回答が
納得していただけただろうかと
思うところであるが、積極的な
意見交換ができた。

穏やかな雰囲気の中、
意見交換ができた。

＜次のページヘ続く＞



　
　

公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
の
進
行
状
況
は
。

　
　
「
廃
止
」「
譲
渡
」「
転
用
」の
方
向
性
を
示

し
た
施
設
は
、
概
ね
予
定
ど
お
り
進
め
て
い
る
。

　
　

今
回
の
増
額
で
財
政
計
画
へ
の
影
響
は
。

　
　

財
政
へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。
し

か
し
、
地
方
債
の
事
業
区
分
を
変
更
す
る
等

で
影
響
額
を
抑
え
て
い
き
た
い
。
そ
う
い
っ

た
工
夫
を
す
る
こ
と
で
財
政
の
健
全
化
を
示

す
実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比
率
は
、

令
和
10
年
度
で
も
現
行
の
財
政
計
画
の
指
数

と
同
水
準
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　

教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

　
　

9
年
間
を
通
し
た
小
中
一
貫
教
育
は
、

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
自
ら
の
夢
に
挑
む
自
立
し

た
子
ど
も
の
育
成
に
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
と
確

信
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
体
型
の
校

舎
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
お
り
、
是
非
と
も
一

体
型
校
舎
に
よ
る
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
た
い
。

　
　

年
次
計
画
の
事
業
費
が
施
設
全
体
で
当

初
計
画
よ
り
約
40
億
5
千
万
円
増
額
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
教
育
委
員
会
所
管
施
設
の
増
額
が
約

39
億
5
千
万
円
だ
が
教
育
長
の
見
解
を
求
め
る
。

　
　

非
常
に
大
き
な
増
額
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
中
に
は

エ
ア
コ
ン
整
備
等
々
の
更
新
を
含
め
て
の
増

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
必
要
な
分
を
精
査
し

な
が
ら
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

「
一
貫
教
育
」
は
一
体
型
校
舎
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
の
か
。
大
金
を
投
入
し
て
ま
で

一
体
型
で
や
る
そ
の
成
果
、
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　
　

小
中
一
貫
教
育
を
分
離
型
で
や
っ
て
い

る
学
校
も
あ
る
。
し
か
し
、
大
き
な
成
果
と

い
う
こ
と
で
考
え
る
と
、
日
々
子
ど
も
た
ち

が
交
流
し
て
い
く
と
い
う
意
味
合
い
で
は
一

体
型
の
学
校
で
教
育
し
て
い
く
こ
と
が
よ
り

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
小
学
校
の
先
生
と
中
学
校
の
先
生

が
一
緒
に
子
ど
も
と
向
き
合
う
と
い
う
こ
と

が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
　

東
条
地
域
小
中
一
貫
校
の
整
備
費
は
当

初
38
億
円
だ
っ
た
。
そ
れ
が
46
億
円
に
な
り

今
回
は
さ
ら
に
6
億
円
増
額
し
52
億
円
と
な

る
。
教
育
長
が
思
う
「
一
貫
教
育
」
は
52
億

円
も
投
入
し
て
で
も
や
る
べ
き
教
育
な
の
か
。

　
　

大
き
な
お
金
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
重
々

認
識
し
て
い
る
が
、
私
は
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も

た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
と
、
是
非
と
も
一

体
型
の
校
舎
で
も
っ
て
小
中
一
貫
教
育
を
や
り

た
い
と
い
う
思
い
は
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
内
部
統
制
制
度
導
入
の
必
要
性
に
つ
い
て

○
消
防
団
車
輌
購
入
に
係
る
当
初
予
算
の
積
算

　

根
拠
に
つ
い
て
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小
川
忠
市
議
員

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て

問答問答問答問問 答

問 答答

問　

第
2
次
市
総
合
計
画
策
定
時
の
市
民
意

識
調
査
で
、
市
民
が
二
番
目
に
重
要
性
の
高

い
施
策
と
し
て
「
地
震
や
風
水
害
な
ど
へ
の

防
災
対
策
」
を
選
択
し
て
い
る
。
台
風
19
号

に
伴
う
記
録
的
な
大
雨
で
氾
濫
し
た
長
野
市

の
千
曲
川
な
ど
の
流
域
に
あ
る
約
40
市
町
村

の
浸
水
状
況
が
、
自
治
体
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
一
致
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
２
０
２

０
年
度
末
ま
で
に
想
定
最
大
規
模
降
雨
を
反

映
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
い
つ
更
新
す
る
の
か
。

　
　

国
や
県
が
作
成
し
た
想
定
最
大
規
模
の

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
等
に
基
づ
き
、
令
和

2
年
度
に
見
直
し
を
行
う
。

　
　

鴨
川
ダ
ム
は
、
農
水
省
に
確
認
す
る
と

「
耐
震
性
能
照
査
」
を
「
地
震
レ
ベ
ル
2
」

で
行
い
、
こ
れ
に
耐
え
る
構
造
で
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
今
回
の
よ
う
な
記
録
的
な
豪
雨

時
に
お
け
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
同
時
に
作

成
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
国
交
省
で
は
、

『
ダ
ム
下
流
河
川
の
浸
水
想
定
図
の
充
実
と

活
用
』
に
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
農
水

省
に
も
お
願
い
を
し
て
欲
し
い
。 

　
　

県
総
合
治
水
課
に
確
認
す
る
と
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
、
緊
急
放
流
の
想

定
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
で
見
直

す
。

□
東
条
地
域
小
中
一
貫
校
の
建
設
に
つ
い
て

　
　

想
定
最
大
規
模
降
雨
が
実
際
に
発
生
し

　

鷹
尾
直
人
議
員

た
こ
と
を
受
け
、
小
中
一
貫
校
の
建
設
に
対

し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
心
配
す
る
市
民

の
声
を
聞
く
。
建
設
場
所
に
つ
い
て
見
直
す

考
え
は
な
い
か
。 

　
　

台
風
な
ど
風
水
害
に
つ
い
て
は
、
日
々

気
象
観
測
機
能
が
向
上
し
事
前
に
確
率
の
高

い
災
害
予
想
が
で
き
る
。
建
物
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
災
害
に
も
耐
え
う
る
強

固
な
構
造
で
建
設
場
所
に
つ
い
て
の
検
証
も

重
ね
て
き
た
。
当
地
で
建
設
を
行
う
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。

　
　

東
条
東
小
学
校
区
の
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
安
心
し
て
通
学
す
る
に
は
、「
県
道
小
野

藍
本
線
天
神
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
」
を
開
校

ま
で
に
完
成
さ
せ
通
学
路
と
す
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
見
解
を
。

　
　

天
神
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
は
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
北
播
磨
県
民
局
の
用
地
部
門
を

中
心
に
、
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開
通
目
指
し
て
、
県

と
連
絡
を
密
に
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

学
校
の
建
設
場
所
が
水
害
に
対
し
て
大

丈
夫
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
の
姿
勢
と
し
て

こ
の
道
路
も
し
っ
か
り
や
る
と
言
っ
て
欲
し

い
。
県
も
市
も
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
と
安
心
、
命
を
守
る
た
め
に
、
開

校
ま
で
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

　
　

開
校
ま
で
に
は
完
成
を
と
い
う
思
い
は

同
じ
。改
め
て
、県
の
方
に
も
そ
の
旨
を
し
っ

か
り
と
伝
え
る
。

問答問問 答

問問 答答答

東
条
地
域
小
中
一
貫
校
整
備
費
増
額
に
み
る
公
共
施
設
適
正

配
置
計
画
の
進
行
管
理
と
財
政
計
画
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　
　

本
事
案
の
教
育
委
員
会
と
し
て
の
見
解

は
。

　
　

教
師
間
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
事
案
を
他
山
の
石

と
し
て
、
危
機
意
識
を
持
っ
て
日
々
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　

市
長
は
、
市
の
現
状
に
つ
い
て
情
報
提

供
を
求
め
ら
れ
た
の
か
。 

　
　

市
長
へ
は
平
素
か
ら
学
校
の
状
況
等
を

情
報
提
供
し
て
い
る
。
本
事
案
に
つ
い
て
は
、

事
案
発
生
後
す
ぐ
に
市
長
か
ら
情
報
提
供
を

求
め
ら
れ
、
市
内
に
同
様
の
事
案
は
な
い
こ

と
を
報
告
し
て
い
る
。

　
　

『
加
東
市
内
小
中
学
校
12
校
の
教
員
の

実
態
調
査
の
結
果
と
今
後
の
教
員
の
研
修
計

画
』
に
つ
い
て
の
考
え
は
。 

　
　

本
市
に
お
け
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
次

の
3
つ
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

1
つ
目
は
、
10
月
の
校
長
会
で
教
職
員
間

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
等
に
つ
い
て
、
現
在
、

問
題
を
抱
え
て
い
る
学
校
は
な
い
か
を
調
査

し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
事
案
は
な
い
と
い
う

結
果
だ
っ
た
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
案
を
把
握
し
た
場

合
に
は
、
速
や
か
に
市
教
委
へ
報
告
す
る
よ

う
指
導
を
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
教
職
員

へ
の
指
導
の
際
の
言
動
に
つ
い
て
相
談
が
あ

り
、
管
理
職
が
対
応
・
指
導
し
た
と
い
う
事

案
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
相
談
で
き
る
、

注
意
し
合
え
る
集
団
規
範
を
持
っ
た
教
職
員

集
団
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

2
つ
目
は
、
教
員
か
ら
市
教
委
へ
直
接
意

見
を
書
く
提
言
シ
ー
ト
で
、
学
校
運
営
や
管

理
職
の
こ
と
な
ど
、
学
校
内
で
解
決
が
難
し

い
こ
と
を
市
教
委
へ
相
談
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
る
。
10
月
に
実
施
を
し
た
が
、
神

戸
市
の
よ
う
な
重
大
な
事
案
は
な
い
。
し
か

し
、
同
僚
と
の
関
係
性
や
管
理
職
の
言
葉
遣

い
な
ど
、
気
に
な
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
直

接
相
談
を
聞
き
、
管
理
職
の
指
導
及
び
学
校

へ
の
支
援
を
お
こ
な
っ
た
。

　

3
つ
目
は
、
全
職
員
対
象
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
の
未
然
防
止
の
た
め
、
心
身
の
ス
ト
レ
ス

反
応
を
客
観
的
に
分
析
し
、
高
ス
ト
レ
ス
者

を
早
目
に
発
見
し
、
対
応
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

　

次
に
教
職
員
の
研
修
の
状
況
に
つ
い
て
、

管
理
職
・
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
・
若
手
教
員
等

の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
研
修
を
推

進
し
て
い
く
。
今
後
も
教
職
員
が
お
互
い
自

由
に
意
見
交
換
し
合
え
る
風
通
し
の
良
い
職

場
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

一　般　質　問 

　
　

来
年
度
の
入
所
申
込
の
状
況
は
。
待
機

児
童
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
か
。

 

　

申
込
者
数
は
、
前
年
同
期
よ
り
39
人
増
の

１
４
３
５
人
、
定
員
総
数
１
３
２
０
人
よ
り
１

１
５
人
多
い
。
可
能
な
限
り
受
け
入
れ
る
が
、

３
歳
未
満
児
の
待
機
児
童
の
発
生
は
考
え
ら
れ

る
。
現
在
、
保
育
の
必
要
性
を
確
認
中
で
確
定

は
し
て
い
な
い
。

 

　

入
所
調
整
に
よ
っ
て
、
昨
年
度
と
異
な
る

園
や
、
兄
弟
姉
妹
が
異
な
る
園
へ
入
所
と
な
る

ケ
ー
ス
は
あ
る
の
か
。

　
　

基
本
的
に
は
な
い
が
兄
弟
姉
妹
の
場
合

は
、
希
望
施
設
の
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
、
異

な
る
園
と
な
る
場
合
は
あ
る
。

 

　

「
下
の
子
の
育
児
が
大
変
だ
か
ら
」
は
入

所
事
由
に
当
た
ら
ず
、
産
前
産
後
８
週
間
が
過

ぎ
れ
ば
退
所
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
子
ど
も

目
線
で
は
な
い
と
思
う
が
。

　
　

保
育
士
不
足
も
あ
り
、
厳
し
い
条
件
に

な
っ
て
い
る
。

　
　

保
育
士
確
保
の
た
め
の
対
策
は
。

　
　

就
職
フ
ェ
ア
の
開
催
を
準
備
し
て
い
る
。

　
　

保
育
士
確
保
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
。

　
　

兵
庫
県
保
育
協
会
の
修
学
資
金
貸
付
事

業
が
あ
る
の
で
、
現
時
点
で
の
導
入
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　

県
制
度
で
は
加
東
市
に
就
職
さ
れ
る
と
は

神
戸
市
立
小
学
校
の
教
師
間
の
暴
力
等
事
案
を
受
け
、
市
長

並
び
に
教
育
長
に
加
東
市
の
教
育
現
場
に
つ
い
て
問
う

大
畑
一
千
代
議
員

限
ら
な
い
。
加
東
市
独
自
の
奨
学
金
制
度
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　

人
事
部
門
と
も
研
究
し
て
い
く
。

　
　

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
観
点
か
ら
、
現

行
の
嘱
託
保
育
士
を
必
要
な
試
験
を
経
て
正
規

職
員
に
は
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、
社
会
人
枠

で
の
採
用
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

保
育
士
の
嘱
託
職
員
だ
け
を
優
遇
で
き

る
か
、
ま
た
、
年
齢
構
成
や
会
計
年
度
任
用
職

員
制
の
中
で
、
総
合
的
に
勘
案
し
検
討
す
る
。

□
無
車
検
・
無
保
険
車
の
発
生
抑
止
と
事
故

　

被
害
者
の
支
援
に
つ
い
て

　
　

車
検
に
は
軽
・
自
動
車
税
の
納
税
証
明

が
必
要
。
税
が
２
年
以
上
未
納
の
車
両
情
報

を
警
察
等
と
共
有
す
べ
き
で
は
。

　
　

法
律
の
禁
止
事
項
で
、
官
公
署
か
ら
の

照
会
で
も
滞
納
情
報
は
提
供
で
き
な
い
。

　
　

事
故
被
害
は
国
交
省
の
政
府
保
障
事
業

が
あ
る
が
、
被
害
者
や
遺
族
自
ら
申
請
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
犯
罪
被
害
者
と
同
様
に

条
例
制
定
し
、
支
援
金
支
給
や
相
談
体
制
の

充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

防
災
課
に
お
い
て
国
の
制
度
等
を
丁
寧

に
説
明
し
、
次
の
窓
口
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
被
害
者
の
支
援
も
で
き
る
こ
と
が
な
い
か

研
究
し
、
充
実
に
向
け
検
討
す
る
。

こ
ど
も
園
等
入
所
応
募
状
況
と

　
　
　
　

保
育
士
等
確
保
対
策
に
つ
い
て

　

廣
畑
貞
一
議
員

問答問答問答問答問問 答

問 答答問答問答

問答問答問答



　
　

公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
の
進
行
状
況
は
。

　
　
「
廃
止
」「
譲
渡
」「
転
用
」の
方
向
性
を
示

し
た
施
設
は
、
概
ね
予
定
ど
お
り
進
め
て
い
る
。

　
　

今
回
の
増
額
で
財
政
計
画
へ
の
影
響
は
。

　
　

財
政
へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。
し

か
し
、
地
方
債
の
事
業
区
分
を
変
更
す
る
等

で
影
響
額
を
抑
え
て
い
き
た
い
。
そ
う
い
っ

た
工
夫
を
す
る
こ
と
で
財
政
の
健
全
化
を
示

す
実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比
率
は
、

令
和
10
年
度
で
も
現
行
の
財
政
計
画
の
指
数

と
同
水
準
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　

教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

　
　

9
年
間
を
通
し
た
小
中
一
貫
教
育
は
、

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
自
ら
の
夢
に
挑
む
自
立
し

た
子
ど
も
の
育
成
に
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
と
確

信
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
体
型
の
校

舎
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
お
り
、
是
非
と
も
一

体
型
校
舎
に
よ
る
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
た
い
。

　
　

年
次
計
画
の
事
業
費
が
施
設
全
体
で
当

初
計
画
よ
り
約
40
億
5
千
万
円
増
額
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
教
育
委
員
会
所
管
施
設
の
増
額
が
約

39
億
5
千
万
円
だ
が
教
育
長
の
見
解
を
求
め
る
。

　
　

非
常
に
大
き
な
増
額
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
中
に
は

エ
ア
コ
ン
整
備
等
々
の
更
新
を
含
め
て
の
増

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
必
要
な
分
を
精
査
し

な
が
ら
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

「
一
貫
教
育
」
は
一
体
型
校
舎
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
の
か
。
大
金
を
投
入
し
て
ま
で

一
体
型
で
や
る
そ
の
成
果
、
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　
　

小
中
一
貫
教
育
を
分
離
型
で
や
っ
て
い

る
学
校
も
あ
る
。
し
か
し
、
大
き
な
成
果
と

い
う
こ
と
で
考
え
る
と
、
日
々
子
ど
も
た
ち

が
交
流
し
て
い
く
と
い
う
意
味
合
い
で
は
一

体
型
の
学
校
で
教
育
し
て
い
く
こ
と
が
よ
り

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
小
学
校
の
先
生
と
中
学
校
の
先
生

が
一
緒
に
子
ど
も
と
向
き
合
う
と
い
う
こ
と

が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
　

東
条
地
域
小
中
一
貫
校
の
整
備
費
は
当

初
38
億
円
だ
っ
た
。
そ
れ
が
46
億
円
に
な
り

今
回
は
さ
ら
に
6
億
円
増
額
し
52
億
円
と
な

る
。
教
育
長
が
思
う
「
一
貫
教
育
」
は
52
億

円
も
投
入
し
て
で
も
や
る
べ
き
教
育
な
の
か
。

　
　

大
き
な
お
金
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
重
々

認
識
し
て
い
る
が
、
私
は
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も

た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
と
、
是
非
と
も
一

体
型
の
校
舎
で
も
っ
て
小
中
一
貫
教
育
を
や
り

た
い
と
い
う
思
い
は
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
内
部
統
制
制
度
導
入
の
必
要
性
に
つ
い
て

○
消
防
団
車
輌
購
入
に
係
る
当
初
予
算
の
積
算

　

根
拠
に
つ
い
て

1011 かとう 市議会だより Ｎｏ.52 かとう 市議会だより Ｎｏ.52

　

小
川
忠
市
議
員

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て

問答問答問答問問 答

問 答答

問　

第
2
次
市
総
合
計
画
策
定
時
の
市
民
意

識
調
査
で
、
市
民
が
二
番
目
に
重
要
性
の
高

い
施
策
と
し
て
「
地
震
や
風
水
害
な
ど
へ
の

防
災
対
策
」
を
選
択
し
て
い
る
。
台
風
19
号

に
伴
う
記
録
的
な
大
雨
で
氾
濫
し
た
長
野
市

の
千
曲
川
な
ど
の
流
域
に
あ
る
約
40
市
町
村

の
浸
水
状
況
が
、
自
治
体
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
一
致
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
２
０
２

０
年
度
末
ま
で
に
想
定
最
大
規
模
降
雨
を
反

映
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
い
つ
更
新
す
る
の
か
。

　
　

国
や
県
が
作
成
し
た
想
定
最
大
規
模
の

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
等
に
基
づ
き
、
令
和

2
年
度
に
見
直
し
を
行
う
。

　
　

鴨
川
ダ
ム
は
、
農
水
省
に
確
認
す
る
と

「
耐
震
性
能
照
査
」
を
「
地
震
レ
ベ
ル
2
」

で
行
い
、
こ
れ
に
耐
え
る
構
造
で
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
今
回
の
よ
う
な
記
録
的
な
豪
雨

時
に
お
け
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
同
時
に
作

成
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
国
交
省
で
は
、

『
ダ
ム
下
流
河
川
の
浸
水
想
定
図
の
充
実
と

活
用
』
に
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
農
水

省
に
も
お
願
い
を
し
て
欲
し
い
。 

　
　

県
総
合
治
水
課
に
確
認
す
る
と
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
、
緊
急
放
流
の
想

定
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
で
見
直

す
。

□
東
条
地
域
小
中
一
貫
校
の
建
設
に
つ
い
て

　
　

想
定
最
大
規
模
降
雨
が
実
際
に
発
生
し

　

鷹
尾
直
人
議
員

た
こ
と
を
受
け
、
小
中
一
貫
校
の
建
設
に
対

し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
心
配
す
る
市
民

の
声
を
聞
く
。
建
設
場
所
に
つ
い
て
見
直
す

考
え
は
な
い
か
。 

　
　

台
風
な
ど
風
水
害
に
つ
い
て
は
、
日
々

気
象
観
測
機
能
が
向
上
し
事
前
に
確
率
の
高

い
災
害
予
想
が
で
き
る
。
建
物
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
災
害
に
も
耐
え
う
る
強

固
な
構
造
で
建
設
場
所
に
つ
い
て
の
検
証
も

重
ね
て
き
た
。
当
地
で
建
設
を
行
う
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。

　
　

東
条
東
小
学
校
区
の
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
安
心
し
て
通
学
す
る
に
は
、「
県
道
小
野

藍
本
線
天
神
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
」
を
開
校

ま
で
に
完
成
さ
せ
通
学
路
と
す
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
見
解
を
。

　
　

天
神
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
は
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
北
播
磨
県
民
局
の
用
地
部
門
を

中
心
に
、
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開
通
目
指
し
て
、
県

と
連
絡
を
密
に
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

学
校
の
建
設
場
所
が
水
害
に
対
し
て
大

丈
夫
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
の
姿
勢
と
し
て

こ
の
道
路
も
し
っ
か
り
や
る
と
言
っ
て
欲
し

い
。
県
も
市
も
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
と
安
心
、
命
を
守
る
た
め
に
、
開

校
ま
で
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

　
　

開
校
ま
で
に
は
完
成
を
と
い
う
思
い
は

同
じ
。改
め
て
、県
の
方
に
も
そ
の
旨
を
し
っ

か
り
と
伝
え
る
。

問答問問 答

問問 答答答

東
条
地
域
小
中
一
貫
校
整
備
費
増
額
に
み
る
公
共
施
設
適
正

配
置
計
画
の
進
行
管
理
と
財
政
計
画
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　
　

本
事
案
の
教
育
委
員
会
と
し
て
の
見
解

は
。

　
　

教
師
間
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
事
案
を
他
山
の
石

と
し
て
、
危
機
意
識
を
持
っ
て
日
々
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　

市
長
は
、
市
の
現
状
に
つ
い
て
情
報
提

供
を
求
め
ら
れ
た
の
か
。 

　
　

市
長
へ
は
平
素
か
ら
学
校
の
状
況
等
を

情
報
提
供
し
て
い
る
。
本
事
案
に
つ
い
て
は
、

事
案
発
生
後
す
ぐ
に
市
長
か
ら
情
報
提
供
を

求
め
ら
れ
、
市
内
に
同
様
の
事
案
は
な
い
こ

と
を
報
告
し
て
い
る
。

　
　

『
加
東
市
内
小
中
学
校
12
校
の
教
員
の

実
態
調
査
の
結
果
と
今
後
の
教
員
の
研
修
計

画
』
に
つ
い
て
の
考
え
は
。 

　
　

本
市
に
お
け
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
次

の
3
つ
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

1
つ
目
は
、
10
月
の
校
長
会
で
教
職
員
間

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
等
に
つ
い
て
、
現
在
、

問
題
を
抱
え
て
い
る
学
校
は
な
い
か
を
調
査

し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
事
案
は
な
い
と
い
う

結
果
だ
っ
た
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
案
を
把
握
し
た
場

合
に
は
、
速
や
か
に
市
教
委
へ
報
告
す
る
よ

う
指
導
を
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
教
職
員

へ
の
指
導
の
際
の
言
動
に
つ
い
て
相
談
が
あ

り
、
管
理
職
が
対
応
・
指
導
し
た
と
い
う
事

案
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
相
談
で
き
る
、

注
意
し
合
え
る
集
団
規
範
を
持
っ
た
教
職
員

集
団
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

2
つ
目
は
、
教
員
か
ら
市
教
委
へ
直
接
意

見
を
書
く
提
言
シ
ー
ト
で
、
学
校
運
営
や
管

理
職
の
こ
と
な
ど
、
学
校
内
で
解
決
が
難
し

い
こ
と
を
市
教
委
へ
相
談
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
る
。
10
月
に
実
施
を
し
た
が
、
神

戸
市
の
よ
う
な
重
大
な
事
案
は
な
い
。
し
か

し
、
同
僚
と
の
関
係
性
や
管
理
職
の
言
葉
遣

い
な
ど
、
気
に
な
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
直

接
相
談
を
聞
き
、
管
理
職
の
指
導
及
び
学
校

へ
の
支
援
を
お
こ
な
っ
た
。

　

3
つ
目
は
、
全
職
員
対
象
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
の
未
然
防
止
の
た
め
、
心
身
の
ス
ト
レ
ス

反
応
を
客
観
的
に
分
析
し
、
高
ス
ト
レ
ス
者

を
早
目
に
発
見
し
、
対
応
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

　

次
に
教
職
員
の
研
修
の
状
況
に
つ
い
て
、

管
理
職
・
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
・
若
手
教
員
等

の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
研
修
を
推

進
し
て
い
く
。
今
後
も
教
職
員
が
お
互
い
自

由
に
意
見
交
換
し
合
え
る
風
通
し
の
良
い
職

場
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

一　般　質　問 

　
　

来
年
度
の
入
所
申
込
の
状
況
は
。
待
機

児
童
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
か
。

 

　

申
込
者
数
は
、
前
年
同
期
よ
り
39
人
増
の

１
４
３
５
人
、
定
員
総
数
１
３
２
０
人
よ
り
１

１
５
人
多
い
。
可
能
な
限
り
受
け
入
れ
る
が
、

３
歳
未
満
児
の
待
機
児
童
の
発
生
は
考
え
ら
れ

る
。
現
在
、
保
育
の
必
要
性
を
確
認
中
で
確
定

は
し
て
い
な
い
。

 

　

入
所
調
整
に
よ
っ
て
、
昨
年
度
と
異
な
る

園
や
、
兄
弟
姉
妹
が
異
な
る
園
へ
入
所
と
な
る

ケ
ー
ス
は
あ
る
の
か
。

　
　

基
本
的
に
は
な
い
が
兄
弟
姉
妹
の
場
合

は
、
希
望
施
設
の
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
、
異

な
る
園
と
な
る
場
合
は
あ
る
。

 

　

「
下
の
子
の
育
児
が
大
変
だ
か
ら
」
は
入

所
事
由
に
当
た
ら
ず
、
産
前
産
後
８
週
間
が
過

ぎ
れ
ば
退
所
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
子
ど
も

目
線
で
は
な
い
と
思
う
が
。

　
　

保
育
士
不
足
も
あ
り
、
厳
し
い
条
件
に

な
っ
て
い
る
。

　
　

保
育
士
確
保
の
た
め
の
対
策
は
。

　
　

就
職
フ
ェ
ア
の
開
催
を
準
備
し
て
い
る
。

　
　

保
育
士
確
保
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
。

　
　

兵
庫
県
保
育
協
会
の
修
学
資
金
貸
付
事

業
が
あ
る
の
で
、
現
時
点
で
の
導
入
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　

県
制
度
で
は
加
東
市
に
就
職
さ
れ
る
と
は

神
戸
市
立
小
学
校
の
教
師
間
の
暴
力
等
事
案
を
受
け
、
市
長

並
び
に
教
育
長
に
加
東
市
の
教
育
現
場
に
つ
い
て
問
う

大
畑
一
千
代
議
員

限
ら
な
い
。
加
東
市
独
自
の
奨
学
金
制
度
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　

人
事
部
門
と
も
研
究
し
て
い
く
。

　
　

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
観
点
か
ら
、
現

行
の
嘱
託
保
育
士
を
必
要
な
試
験
を
経
て
正
規

職
員
に
は
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、
社
会
人
枠

で
の
採
用
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

保
育
士
の
嘱
託
職
員
だ
け
を
優
遇
で
き

る
か
、
ま
た
、
年
齢
構
成
や
会
計
年
度
任
用
職

員
制
の
中
で
、
総
合
的
に
勘
案
し
検
討
す
る
。

□
無
車
検
・
無
保
険
車
の
発
生
抑
止
と
事
故

　

被
害
者
の
支
援
に
つ
い
て

　
　

車
検
に
は
軽
・
自
動
車
税
の
納
税
証
明

が
必
要
。
税
が
２
年
以
上
未
納
の
車
両
情
報

を
警
察
等
と
共
有
す
べ
き
で
は
。

　
　

法
律
の
禁
止
事
項
で
、
官
公
署
か
ら
の

照
会
で
も
滞
納
情
報
は
提
供
で
き
な
い
。

　
　

事
故
被
害
は
国
交
省
の
政
府
保
障
事
業

が
あ
る
が
、
被
害
者
や
遺
族
自
ら
申
請
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
犯
罪
被
害
者
と
同
様
に

条
例
制
定
し
、
支
援
金
支
給
や
相
談
体
制
の

充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

防
災
課
に
お
い
て
国
の
制
度
等
を
丁
寧

に
説
明
し
、
次
の
窓
口
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
被
害
者
の
支
援
も
で
き
る
こ
と
が
な
い
か

研
究
し
、
充
実
に
向
け
検
討
す
る
。

こ
ど
も
園
等
入
所
応
募
状
況
と

　
　
　
　

保
育
士
等
確
保
対
策
に
つ
い
て

　

廣
畑
貞
一
議
員

問答問答問答問答問問 答

問 答答問答問答

問答問答問答
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現
在
運
動
会
は
９
月
に
開
催
し
て
い
る

が
猛
暑
の
夏
を
避
け
５
月
も
し
く
は
10
月
開

催
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

運
動
会
は
、特
別
活
動
の
学
校
行
事「
健

康
安
全
・
体
育
的
行
事
」
に
位
置
付
け
ら
れ
、

個
々
児
童
の
主
体
性
や
積
極
性
、
学
年
や
学

級
の
団
結
力
を
発
揮
さ
せ
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
達
の
姿
を
通
し
て
学
校
の
教
育
活
動
の

一
端
を
地
域
へ
広
く
発
信
す
る
場
と
な
っ
て

い
る
。
開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、
校
長
会
で

も
毎
年
の
議
題
と
し
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

９
月
の
運
動
会
を
５
月
も
し
く
は
10
月
に
開

催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
熱
中
症
対
策
と

し
て
は
10
月
が
も
っ
と
も
適
し
て
お
り
、
５

月
、
９
月
の
順
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

10
月
に
は
小
学
校
で
は
、
修
学
旅
行
や
、
文

化
祭
の
作
品
作
り
、
音
楽
会
や
各
地
区
陸
上

競
技
大
会
に
向
け
て
の
練
習
等
、
中
学
校
で

は
、
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
や
新
人
戦
等
、

数
多
く
の
教
育
活
動
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

中
学
校
と
も
運
動
会
、
体
育
大
会
の
実
施
は

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

５
月
も
し
く
は
10
月
に
開
催
し
た
場
合
、

教
育
的
視
点
、
ま
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
問
題

が
あ
る
の
か
。 

　
　

教
育
的
視
点
に
お
い
て
は
、
５
月
開
催

と
９
月
開
催
と
で
は
、
運
動
会
の
目
的
や
目

指
す
子
ど
も
像
が
変
わ
る
た
め
、
演
技
内
容

に
も
変
更
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
教
育
課

　

髙
瀬
俊
介
議
員

　

北
原　

豊
議
員

程
に
、
体
育
科
の
表
現
運
動
、
器
械
運
動
、

陸
上
運
動
の
発
表
の
場
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
面
や
児
童
の
技
能
の

定
着
度
合
を
考
え
る
と
、
５
月
の
開
催
よ
り

秋
の
開
催
の
方
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
高
学
年
を
中
心
と
し
た
異
学
年
活
動
の

運
営
や
児
童
会
・
生
徒
会
に
よ
る
取
組
な
ど

子
ど
も
の
主
体
性
や
学
級
・
学
年
の
団
結
力

を
発
揮
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
５
月
に
開
催
す
る
場
合
、
学
級
集
団
の

形
成
期
で
の
開
催
と
な
る
。
小
学
校
に
入
学

し
て
間
も
な
い
一
年
生
を
高
学
年
の
児
童
が

支
え
る
等
、
運
動
会
の
演
技
や
取
組
を
通
し

て
、
学
年
交
流
や
学
級
集
団
作
り
に
成
果
が

見
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。
一
方
、
教
職
員
も

子
ど
も
達
も
、
時
間
的
に
は
あ
ま
り
余
裕
が

な
い
時
期
で
あ
る
た
め
、
前
年
度
か
ら
取
組

を
始
め
た
り
、
演
技
内
容
を
変
更
し
た
り
す

る
こ
と
、
他
の
学
校
行
事
や
教
育
活
動
の
時

期
を
見
直
す
こ
と
等
が
必
要
と
な
る
。
以
上

の
事
を
鑑
み
、
現
在
は
９
月
中
旬
に
運
動
会

を
開
催
し
、
各
学
校
で
は
熱
中
症
対
策
は
十

分
講
じ
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
、
気
象
状
況
に
留
意
し
、
熱
中

症
対
策
を
十
分
に
行
う
事
を
大
前
提
に
、
児

童
生
徒
の
安
全
管
理
や
体
力
づ
く
り
、
運
動

会
の
目
的
や
生
徒
・
教
職
員
の
負
担
軽
減
の

視
点
か
ら
、
校
長
会
と
連
携
し
て
研
究
し
て

い
く
。

　
　

ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
社
の
パ

ソ
コ
ン
は
ミ
ル
試
験
に
も
合
格
し
て
い
な
い

と
業
者
が
言
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
そ

の
よ
う
な
発
言
に
な
る
の
か
。

　
　

議
員
が
合
格
し
て
へ
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

お
っ
し
ゃ
る
の
は
そ
の
通
り
だ
と
思
う
が
、

そ
の
後
の
資
料
で
も
っ
て
合
格
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
　

前
回
の
回
答
は
回
答
に
な
っ
て
い
な
い
。

き
ち
ん
と
質
問
の
こ
と
ば
ど
お
り
、
加
東
ア

ー
ト
館
が
失
敗
し
た
と
き
の
責
任
は
だ
れ
が

ど
う
と
る
の
か
、
ご
回
答
願
う
。

　
　

仮
定
の
ご
質
問
に
答
え
る
べ
き
で
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

前
回
、
回
答
が
な
か
っ
た
が
、
東
条
学

園
の
１
階
の
広
さ
や
職
員
数
も
だ
い
た
い
決

ま
っ
て
い
る
の
で
、
備
品
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
も

ほ
ぼ
想
定
が
で
き
、
武
道
場
の
畳
の
数
、
図

書
館
の
規
模
も
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
い
る
よ

う
な
の
で
１
階
が
1.8
ｍ
も
浸
か
っ
た
ら
、
本

当
に
概
算
（
百
万
円
単
位
）
で
結
構
な
の
で
、

ど
れ
く
ら
い
損
失
額
が
で
る
の
か
も
お
教
え

願
う
。 

　
　

現
時
点
で
は
備
品
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
な
ど

も
未
定
な
の
で
、
概
算
金
額
は
求
め
ら
れ
な

い
状
況
で
あ
る
。

　
　

制
服
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
84.

6

％
の
保
護
者
が
７
年
生
以
上
と
答
え
て
い
る

の
に
、
制
服
は
５
年
生
か
ら
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
完
全
無
視
、
理
由
を
お
教
え
願
う
。
広
報

で
は
制
服
だ
と
家
庭
の
経
済
状
況
が
わ
か
り

に
く
い
か
ら
が
理
由
だ
が
、
９
年
間
一
緒
で

近
所
の
子
も
い
て
、
１
年
か
ら
４
年
生
ま
で

私
服
を
着
て
い
る
の
に
、
家
庭
状
況
は
丸
わ

か
り
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
本
当
に
理
由
に

な
る
の
か
。
前
回
の
回
答
で
は
５
年
生
か
ら

と
記
載
し
た
の
は
数
名
と
の
こ
と
、
き
ち
ん

と
し
た
人
数
を
お
教
え
願
う
。 

答　

検
討
を
重
ね
、
標
準
服
等
検
討
部
会
委

員
の
方
々
か
ら
９
年
間
を
４
年
・
３
年
・
２

年
の
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
教
育
活
動

を
行
う
中
で
、
節
目
を
大
切
に
し
た
教
育
活

動
を
行
う
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
の
精
神
的
な

発
達
に
お
い
て
も
大
切
な
こ
と
と
捉
え
、
第

１
ス
テ
ー
ジ
と
第
２
ス
テ
ー
ジ
の
節
目
で
あ

る
５
年
生
か
ら
制
服
を
採
用
す
べ
き
と
い
う

ご
意
見
を
頂
き
そ
の
方
向
で
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
に
お
い

て
２
名
で
は
あ
っ
た
が
５
年
生
以
上
か
ら
制

服
に
し
て
ほ
し
い
と
す
る
回
答
が
あ
っ
た
。

問答問答

問問問問 答答答

答
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一　般　質　問 

　
　

ど
の
担
当
課
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
る
の
か
。 

　
　

産
業
振
興
部
商
工
観
光
課
が
関
わ
る
道

の
駅
と
う
じ
ょ
う
に
関
し
て
は
、
多
く
の
参

詣
者
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
い
て
順
調
な
経

営
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
以
前
か
ら
法
要
な

ど
の
情
報
を
事
前
に
収
集
し
、
そ
れ
に
合
わ

せ
た
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
に

お
い
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と
し
て
、
観
光

看
板
を
多
言
語
対
応
に
改
修
す
る
こ
と
で
今

後
有
用
な
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
十

八
羅
か
ん
に
は
、
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

設
置
を
は
じ
め
、
関
連
商
品
の
販
売
、
三
草

山
登
山
者
へ
の
ト
イ
レ
使
用
に
も
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
継
続
し
た
取
組
で
市
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
ま
ち
づ
く
り
創
造
課

が
担
当
に
な
っ
て
い
る
、
都
市
機
能
の
充
実

や
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
と
し
て

取
組
を
進
め
て
い
る
宿
泊
施
設
誘
致
が
実
現

す
れ
ば
、
関
係
者
の
宿
泊
需
要
の
対
応
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
広
い
範
囲
で
の
経
済
効
果

も
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

携
帯
電
話
の
電
波
の
飛
ば
な
い
と
こ
ろ

の
格
差
是
正
に
よ
る
エ
リ
ア
拡
大
に
対
し
て
、

市
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
る
の
か
。 

　
　

住
民
の
方
に
そ
う
い
う
不
便
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
解
消
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

　

無
量
壽
寺
側
も
、
市
や
通
信
業
者
に
そ
の

ミ
ル
試
験
も
合
格
し
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て 

長
谷
川
幹
雄
議
員

旨
伝
え
て
い
た
だ
い
て
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
む
べ
き
も
の
な
の
で
研
究
し
て
い
く
。

　
　

畑
地
区
で
の
無
量
壽
寺
側
の
行
事
に
よ

る
た
び
た
び
の
交
通
渋
滞
に
対
し
て
ど
う
考

え
る
の
か
。 

　
　

現
時
点
で
の
名
案
は
な
い
。 

□
地
域
公
共
交
通
の
取
り
組
み
と
今
後
の
計

　

画
の
変
更
の
予
定
は
あ
る
の
か
。 

　
　

市
街
地
の
主
要
な
施
設
を
循
環
す
る
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
試
験
運
行
の
時
期
は
。 

　
　

７
月
、
８
月
頃
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
年

度
末
ま
で
実
証
実
験
を
し
た
利
用
状
況
に

よ
っ
て
ル
ー
ト
や
時
間
帯
の
変
更
を
行
い
、

令
和
３
年
４
月
か
ら
の
運
行
を
目
指
し
て
い

る
。

　
　

市
民
に
説
明
し
て
き
た
小
中
一
貫
校
の

大
き
な
柱
で
あ
る
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
文
科

省
の
国
立
教
育
政
策
研
究
所
生
徒
指
導
・
進

路
指
導
研
究
セ
ン
タ
ー
が
実
証
デ
ー
タ
に
基

づ
き
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
は
な
い
と
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
加
東
市
教
育
委
員
会
の
認
識
は
。 

　
　

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
用
語
の
問
題
点

は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
中
一
に
な
る

段
階
で
突
然
何
か
が
起
こ
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
や
、
学
校
制
度
の
違
い
と
い
う
こ
と
が
主

原
因
か
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
、
問
題

の
本
質
や
所
在
を
見
誤
り
間
違
っ
た
対
応
を

し
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
。

 

　

同
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ

と
い
う
語
に
明
確
な
定
義
は
な
く
、
そ
の
前

提
と
な
っ
て
い
る
事
実
認
識
も
客
観
的
事
実

と
言
い
切
れ
な
い
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
に
限
ら

ず
便
利
な
用
語
を
安
易
に
用
い
る
こ
と
で
思

考
停
止
し
、
根
拠
を
確
認
し
な
い
ま
ま
議
論

を
広
め
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る

が
、
市
民
や
議
会
に
小
中
一
貫
校
に
す
れ
ば
、

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
が
解
消
で
き
る
と
説
明
し
て

き
た
の
で
は
な
い
の
か
。 

　
　

小
中
一
貫
校
に
す
る
こ
と
で
不
登
校
が

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
小
学
校

と
中
学
校
の
先
生
が
一
つ
の
学
校
の
中
で
協

力
す
る
こ
と
で
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

小
中
一
貫
校
は
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
時
で
は

小
中
学
校
の
運
動
会
開
催
時
期
を
問
う

　

古
跡
和
夫
議
員

□
会
計
年
度
任
用
職
員
に
関
し
て 

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
基
本

的
に
は
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
同
じ
待

遇
に
す
る
と
い
う
考
え
で
い
い
の
か
。

　
　

根
本
的
に
は
そ
の
考
え
が
あ
る
と
思
う
。

市
役
所
で
い
え
ば
事
務
補
助
的
な
仕
事
、
責

任
の
あ
る
専
門
的
な
仕
事
の
方
々
に
つ
い
て

同
一
労
働
同
一
賃
金
と
い
う
考
え
方
を
反
映

さ
れ
た
制
度
。

　
　

正
職
員
へ
の
道
は
他
の
人
と
同
じ
よ
う

に
試
験
を
受
け
て
と
い
う
こ
と
だ
が
、
経
験

を
積
ん
だ
人
が
職
員
に
な
る
こ
と
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
も
つ
な
が
る
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
い
う

制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

問

問

問

問 答

答問答

答

問答問答

答問答

無量壽寺

無
量
壽
寺
の
関
係
と
取
組
、

　
　
　
　
　
　
　

周
辺
整
備
等
に
つ
い
て

ヒューレット・パッカード社HPから引用



1213 かとう 市議会だより Ｎｏ.52 かとう 市議会だより Ｎｏ.52

　
　

現
在
運
動
会
は
９
月
に
開
催
し
て
い
る

が
猛
暑
の
夏
を
避
け
５
月
も
し
く
は
10
月
開

催
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

運
動
会
は
、特
別
活
動
の
学
校
行
事「
健

康
安
全
・
体
育
的
行
事
」
に
位
置
付
け
ら
れ
、

個
々
児
童
の
主
体
性
や
積
極
性
、
学
年
や
学

級
の
団
結
力
を
発
揮
さ
せ
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
達
の
姿
を
通
し
て
学
校
の
教
育
活
動
の

一
端
を
地
域
へ
広
く
発
信
す
る
場
と
な
っ
て

い
る
。
開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、
校
長
会
で

も
毎
年
の
議
題
と
し
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

９
月
の
運
動
会
を
５
月
も
し
く
は
10
月
に
開

催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
熱
中
症
対
策
と

し
て
は
10
月
が
も
っ
と
も
適
し
て
お
り
、
５

月
、
９
月
の
順
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

10
月
に
は
小
学
校
で
は
、
修
学
旅
行
や
、
文

化
祭
の
作
品
作
り
、
音
楽
会
や
各
地
区
陸
上

競
技
大
会
に
向
け
て
の
練
習
等
、
中
学
校
で

は
、
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
や
新
人
戦
等
、

数
多
く
の
教
育
活
動
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

中
学
校
と
も
運
動
会
、
体
育
大
会
の
実
施
は

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

５
月
も
し
く
は
10
月
に
開
催
し
た
場
合
、

教
育
的
視
点
、
ま
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
問
題

が
あ
る
の
か
。 

　
　

教
育
的
視
点
に
お
い
て
は
、
５
月
開
催

と
９
月
開
催
と
で
は
、
運
動
会
の
目
的
や
目

指
す
子
ど
も
像
が
変
わ
る
た
め
、
演
技
内
容

に
も
変
更
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
教
育
課

　

髙
瀬
俊
介
議
員

　

北
原　

豊
議
員

程
に
、
体
育
科
の
表
現
運
動
、
器
械
運
動
、

陸
上
運
動
の
発
表
の
場
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
面
や
児
童
の
技
能
の

定
着
度
合
を
考
え
る
と
、
５
月
の
開
催
よ
り

秋
の
開
催
の
方
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
高
学
年
を
中
心
と
し
た
異
学
年
活
動
の

運
営
や
児
童
会
・
生
徒
会
に
よ
る
取
組
な
ど

子
ど
も
の
主
体
性
や
学
級
・
学
年
の
団
結
力

を
発
揮
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
５
月
に
開
催
す
る
場
合
、
学
級
集
団
の

形
成
期
で
の
開
催
と
な
る
。
小
学
校
に
入
学

し
て
間
も
な
い
一
年
生
を
高
学
年
の
児
童
が

支
え
る
等
、
運
動
会
の
演
技
や
取
組
を
通
し

て
、
学
年
交
流
や
学
級
集
団
作
り
に
成
果
が

見
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。
一
方
、
教
職
員
も

子
ど
も
達
も
、
時
間
的
に
は
あ
ま
り
余
裕
が

な
い
時
期
で
あ
る
た
め
、
前
年
度
か
ら
取
組

を
始
め
た
り
、
演
技
内
容
を
変
更
し
た
り
す

る
こ
と
、
他
の
学
校
行
事
や
教
育
活
動
の
時

期
を
見
直
す
こ
と
等
が
必
要
と
な
る
。
以
上

の
事
を
鑑
み
、
現
在
は
９
月
中
旬
に
運
動
会

を
開
催
し
、
各
学
校
で
は
熱
中
症
対
策
は
十

分
講
じ
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
、
気
象
状
況
に
留
意
し
、
熱
中

症
対
策
を
十
分
に
行
う
事
を
大
前
提
に
、
児

童
生
徒
の
安
全
管
理
や
体
力
づ
く
り
、
運
動

会
の
目
的
や
生
徒
・
教
職
員
の
負
担
軽
減
の

視
点
か
ら
、
校
長
会
と
連
携
し
て
研
究
し
て

い
く
。

　
　

ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
社
の
パ

ソ
コ
ン
は
ミ
ル
試
験
に
も
合
格
し
て
い
な
い

と
業
者
が
言
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
そ

の
よ
う
な
発
言
に
な
る
の
か
。

　
　

議
員
が
合
格
し
て
へ
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

お
っ
し
ゃ
る
の
は
そ
の
通
り
だ
と
思
う
が
、

そ
の
後
の
資
料
で
も
っ
て
合
格
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
　

前
回
の
回
答
は
回
答
に
な
っ
て
い
な
い
。

き
ち
ん
と
質
問
の
こ
と
ば
ど
お
り
、
加
東
ア

ー
ト
館
が
失
敗
し
た
と
き
の
責
任
は
だ
れ
が

ど
う
と
る
の
か
、
ご
回
答
願
う
。

　
　

仮
定
の
ご
質
問
に
答
え
る
べ
き
で
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

前
回
、
回
答
が
な
か
っ
た
が
、
東
条
学

園
の
１
階
の
広
さ
や
職
員
数
も
だ
い
た
い
決

ま
っ
て
い
る
の
で
、
備
品
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
も

ほ
ぼ
想
定
が
で
き
、
武
道
場
の
畳
の
数
、
図

書
館
の
規
模
も
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
い
る
よ

う
な
の
で
１
階
が
1.8
ｍ
も
浸
か
っ
た
ら
、
本

当
に
概
算
（
百
万
円
単
位
）
で
結
構
な
の
で
、

ど
れ
く
ら
い
損
失
額
が
で
る
の
か
も
お
教
え

願
う
。 

　
　

現
時
点
で
は
備
品
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
な
ど

も
未
定
な
の
で
、
概
算
金
額
は
求
め
ら
れ
な

い
状
況
で
あ
る
。

　
　

制
服
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
84.

6

％
の
保
護
者
が
７
年
生
以
上
と
答
え
て
い
る

の
に
、
制
服
は
５
年
生
か
ら
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
完
全
無
視
、
理
由
を
お
教
え
願
う
。
広
報

で
は
制
服
だ
と
家
庭
の
経
済
状
況
が
わ
か
り

に
く
い
か
ら
が
理
由
だ
が
、
９
年
間
一
緒
で

近
所
の
子
も
い
て
、
１
年
か
ら
４
年
生
ま
で

私
服
を
着
て
い
る
の
に
、
家
庭
状
況
は
丸
わ

か
り
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
本
当
に
理
由
に

な
る
の
か
。
前
回
の
回
答
で
は
５
年
生
か
ら

と
記
載
し
た
の
は
数
名
と
の
こ
と
、
き
ち
ん

と
し
た
人
数
を
お
教
え
願
う
。 

答　

検
討
を
重
ね
、
標
準
服
等
検
討
部
会
委

員
の
方
々
か
ら
９
年
間
を
４
年
・
３
年
・
２

年
の
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
教
育
活
動

を
行
う
中
で
、
節
目
を
大
切
に
し
た
教
育
活

動
を
行
う
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
の
精
神
的
な

発
達
に
お
い
て
も
大
切
な
こ
と
と
捉
え
、
第

１
ス
テ
ー
ジ
と
第
２
ス
テ
ー
ジ
の
節
目
で
あ

る
５
年
生
か
ら
制
服
を
採
用
す
べ
き
と
い
う

ご
意
見
を
頂
き
そ
の
方
向
で
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
に
お
い

て
２
名
で
は
あ
っ
た
が
５
年
生
以
上
か
ら
制

服
に
し
て
ほ
し
い
と
す
る
回
答
が
あ
っ
た
。

問答問答

問問問問 答答答

答

※14 　MIL STD 810G 試験は確
認中であり、米国国防総省の契約
要件または軍事用途に適合する
ことを示すものではありません。 
テスト結果は、これらのテスト条
件での将来のパフォーマンスを
保証するものではありません。

一　般　質　問 

　
　

ど
の
担
当
課
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
る
の
か
。 

　
　

産
業
振
興
部
商
工
観
光
課
が
関
わ
る
道

の
駅
と
う
じ
ょ
う
に
関
し
て
は
、
多
く
の
参

詣
者
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
い
て
順
調
な
経

営
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
以
前
か
ら
法
要
な

ど
の
情
報
を
事
前
に
収
集
し
、
そ
れ
に
合
わ

せ
た
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
に

お
い
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と
し
て
、
観
光

看
板
を
多
言
語
対
応
に
改
修
す
る
こ
と
で
今

後
有
用
な
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
十

八
羅
か
ん
に
は
、
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

設
置
を
は
じ
め
、
関
連
商
品
の
販
売
、
三
草

山
登
山
者
へ
の
ト
イ
レ
使
用
に
も
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
継
続
し
た
取
組
で
市
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
ま
ち
づ
く
り
創
造
課

が
担
当
に
な
っ
て
い
る
、
都
市
機
能
の
充
実

や
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
と
し
て

取
組
を
進
め
て
い
る
宿
泊
施
設
誘
致
が
実
現

す
れ
ば
、
関
係
者
の
宿
泊
需
要
の
対
応
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
広
い
範
囲
で
の
経
済
効
果

も
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

携
帯
電
話
の
電
波
の
飛
ば
な
い
と
こ
ろ

の
格
差
是
正
に
よ
る
エ
リ
ア
拡
大
に
対
し
て
、

市
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
る
の
か
。 

　
　

住
民
の
方
に
そ
う
い
う
不
便
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
解
消
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

　

無
量
壽
寺
側
も
、
市
や
通
信
業
者
に
そ
の

ミ
ル
試
験
も
合
格
し
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て 

長
谷
川
幹
雄
議
員

旨
伝
え
て
い
た
だ
い
て
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
む
べ
き
も
の
な
の
で
研
究
し
て
い
く
。

　
　

畑
地
区
で
の
無
量
壽
寺
側
の
行
事
に
よ

る
た
び
た
び
の
交
通
渋
滞
に
対
し
て
ど
う
考

え
る
の
か
。 

　
　

現
時
点
で
の
名
案
は
な
い
。 

□
地
域
公
共
交
通
の
取
り
組
み
と
今
後
の
計

　

画
の
変
更
の
予
定
は
あ
る
の
か
。 

　
　

市
街
地
の
主
要
な
施
設
を
循
環
す
る
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
試
験
運
行
の
時
期
は
。 

　
　

７
月
、
８
月
頃
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
年

度
末
ま
で
実
証
実
験
を
し
た
利
用
状
況
に

よ
っ
て
ル
ー
ト
や
時
間
帯
の
変
更
を
行
い
、

令
和
３
年
４
月
か
ら
の
運
行
を
目
指
し
て
い

る
。

　
　

市
民
に
説
明
し
て
き
た
小
中
一
貫
校
の

大
き
な
柱
で
あ
る
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
文
科

省
の
国
立
教
育
政
策
研
究
所
生
徒
指
導
・
進

路
指
導
研
究
セ
ン
タ
ー
が
実
証
デ
ー
タ
に
基

づ
き
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
は
な
い
と
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
加
東
市
教
育
委
員
会
の
認
識
は
。 

　
　

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
用
語
の
問
題
点

は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
中
一
に
な
る

段
階
で
突
然
何
か
が
起
こ
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
や
、
学
校
制
度
の
違
い
と
い
う
こ
と
が
主

原
因
か
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
、
問
題

の
本
質
や
所
在
を
見
誤
り
間
違
っ
た
対
応
を

し
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
。

 

　

同
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ

と
い
う
語
に
明
確
な
定
義
は
な
く
、
そ
の
前

提
と
な
っ
て
い
る
事
実
認
識
も
客
観
的
事
実

と
言
い
切
れ
な
い
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
に
限
ら

ず
便
利
な
用
語
を
安
易
に
用
い
る
こ
と
で
思

考
停
止
し
、
根
拠
を
確
認
し
な
い
ま
ま
議
論

を
広
め
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る

が
、
市
民
や
議
会
に
小
中
一
貫
校
に
す
れ
ば
、

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
が
解
消
で
き
る
と
説
明
し
て

き
た
の
で
は
な
い
の
か
。 

　
　

小
中
一
貫
校
に
す
る
こ
と
で
不
登
校
が

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
小
学
校

と
中
学
校
の
先
生
が
一
つ
の
学
校
の
中
で
協

力
す
る
こ
と
で
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

小
中
一
貫
校
は
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
時
で
は

小
中
学
校
の
運
動
会
開
催
時
期
を
問
う

　

古
跡
和
夫
議
員

□
会
計
年
度
任
用
職
員
に
関
し
て 

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
基
本

的
に
は
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
同
じ
待

遇
に
す
る
と
い
う
考
え
で
い
い
の
か
。

　
　

根
本
的
に
は
そ
の
考
え
が
あ
る
と
思
う
。

市
役
所
で
い
え
ば
事
務
補
助
的
な
仕
事
、
責

任
の
あ
る
専
門
的
な
仕
事
の
方
々
に
つ
い
て

同
一
労
働
同
一
賃
金
と
い
う
考
え
方
を
反
映

さ
れ
た
制
度
。

　
　

正
職
員
へ
の
道
は
他
の
人
と
同
じ
よ
う

に
試
験
を
受
け
て
と
い
う
こ
と
だ
が
、
経
験

を
積
ん
だ
人
が
職
員
に
な
る
こ
と
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
も
つ
な
が
る
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
い
う

制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

問

問

問

問 答

答問答

答

問答問答

答問答

無量壽寺

無
量
壽
寺
の
関
係
と
取
組
、

　
　
　
　
　
　
　

周
辺
整
備
等
に
つ
い
て

ヒューレット・パッカード社HPから引用
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避
難
所
の
Wi-
Fi
完
備
の
現
状
は
。

　
　

指
定
避
難
所
41
施
設
の
う
ち
、
市
有
施

設
は
26
か
所
。
そ
の
う
ち
13
施
設
で
整
備
し

て
い
る
。
今
後
も
で
き
る
限
り
、
避
難
者
へ

の
情
報
提
供
体
制
や
環
境
に
大
き
な
差
が
出

な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

　
　

避
難
に
配
慮
が
必
要
な
方
々
の
避
難
計

画
は
、
全
該
当
施
設
に
て
作
成
済
み
か
。 

　
　

加
東
市
地
域
防
災
計
画
に
要
配
慮
者
利

用
施
設
と
し
て
位
置
付
け
る
必
要
の
あ
る
施

設
は
、
社
会
福
祉
施
設
、
病
院
や
学
校
を
含

め
42
施
設
あ
る
。
計
画
の
作
成
状
況
等
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
法
の
求
め
る
避
難
確
保
計

画
の
作
成
や
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
の

は
２
施
設
。
市
と
し
て
は
、
そ
の
重
要
性
を

周
知
し
、
避
難
確
保
計
画
の
作
成
や
避
難
訓

練
の
実
施
に
向
け
支
援
を
行
う
。 

　
　

山
崎
断
層
地
震
規
模
の
地
震
発
生
時
の

防
災
備
蓄
品
の
推
定
量
や
実
数
は
十
分
か
。 

　
　

市
に
お
け
る
最
大
避
難
者
数
９
６
３
５

人
を
基
準
に
供
給
体
制
の
整
備
を
行
っ
て
い

る
。
発
災
５
日
目
に
は
流
通
備
蓄
に
よ
る
配

給
が
実
施
さ
れ
る
想
定
に
お
い
て
、
行
政
に

お
け
る
備
蓄
と
し
て
は
４
日
目
の
食
料
相
当

量
を
備
蓄
す
る
よ
う
地
域
防
災
計
画
で
定
め

て
い
る
。
平
時
か
ら
最
低
限
３
日
間
の
食
料
、

飲
料
水
、
生
活
必
需
物
資
の
、
市
民
に
よ
る

備
蓄
の
啓
発
も
行
い
な
が
ら
、
計
画
的
に
備

蓄
す
る
。

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

文
化
芸
術
の
政
策
に
つ
い
て

　

別
府
み
ど
り
議
員

　

岸
本
眞
知
子
議
員

□
S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
よ

　

る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て 

　
　

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基

本
方
針
２
０
１
９
」
の
第
二
次
総
合
戦
略
策

定
に
伴
い
、
加
東
市
総
合
戦
略
の
改
定
は
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　

加
東
市
の
第
二
次
総
合
戦
略
は
、
平
成

29
年
度
に
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま

で
を
計
画
期
間
と
し
、
S
D
Gs
の
目
標
に

沿
っ
た
形
で
策
定
し
て
お
り
、
計
画
期
間
中

の
改
定
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、
次
期
総
合

戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い
く
中
で
S
D
Gs

に
関
す
る
明
記
と
合
わ
せ
て
さ
ら
な
る
推
進

を
検
討
し
た
い
。

□
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

　

業
に
つ
い
て 

　
　

一
時
保
育
や
延
長
保
育
、
病
児
保
育
な

ど
の
既
存
の
子
育
て
支
援
も
あ
る
が
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お
い

て
、
市
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
計
画
に
従

い
実
施
す
る
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
地

域
に
よ
る
共
助
の
取
組
と
し
て
、
変
動
的
・

変
則
的
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
援
助
活
動
を
通
じ
て
新
た
な
交
流
・
人

間
関
係
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
子
育
て
支
援

の
重
要
な
役
割
を
担
う
事
業
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

国
に
お
い
て
の
「
文
化
芸
術
基
本
法
」

で
は
、
施
策
の
推
進
の
中
に
、
観
光
、
ま
ち

づ
く
り
、
国
際
交
流
、
福
祉
、
教
育
、
産
業

そ
の
他
の
各
関
連
分
野
に
お
け
る
施
策
と
の

有
機
的
な
連
携
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
８
年
に
は
基
本
法
に
基
づ
き
、
文
化

芸
術
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
「
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
」

が
策
定
さ
れ
、
地
方
自
治
体
に
も
「
地
方
文

化
芸
術
推
進
基
本
計
画
」
の
策
定
を
努
力
義

務
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
策
定
の
考
え

は
。

　
　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
本
市
の
実
情
及

び
方
向
性
を
掲
載
し
て
い
る
「
加
東
市
教
育

振
興
基
本
計
画
」
及
び
「
社
会
教
育
振
興
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
文
化
芸
術

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
策
定
は
未
定

で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
文
化
芸
術
推
進
の

あ
り
方
を
示
す
も
の
と
認
識
し
、
参
考
と
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

加
東
市
文
化
芸
術
賞
賜
金
支
給
要
綱
を

制
定
さ
れ
た
が
、
申
請
は
あ
っ
た
か
。 

　
　

相
談
と
し
て
６
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
１

件
申
請
が
あ
る
。

　
　

文
化
芸
術
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
の

表
彰
式
典
の
開
催
は
。 

答　

計
画
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

□
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
の
媒
体

　

と
し
て
市
の
応
援
歌
「
勇
躍
加
東
」
を 

　
　

定
住
・
移
住
の
促
進
と
に
ぎ
わ
い
の
創

出
と
し
て
、
「
勇
躍
加
東
」
を
市
外
に
発
信

す
る
こ
と
も
市
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
と
思
う
が
。 

　
　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
時
宜
を

得
た
も
の
で
あ
り
、
地
域
創
生
を
推
進
し
て

い
く
う
え
で
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

様
々
な
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、「
勇
躍

加
東
」
の
活
用
を
含
め
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　

西
脇
市
で
は
、
西
脇
讃
歌
「
ふ
る
さ
と

の
町
」
を
カ
ラ
オ
ケ
に
入
れ
て
い
る
。
「
勇

躍
加
東
」
も
Ｐ
Ｒ
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
カ

ラ
オ
ケ
に
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　

当
初
、
カ
ラ
オ
ケ
に
つ
い
て
検
討
し
た

が
、
先
ず
は
市
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
で
配
信
を
見
送
っ
た
。
今
、
直
ぐ

に
と
は
い
か
な
い
が
、
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問問問 答答答

問答問答

問答答 問問答

問 問答答

第51号のクイズ＆アンケート解答といただいたご意見について

◎ クイズ　～加東市が新たに特産品として取り組むのは、□□麦～
　　＊正解・・・・・・「もち」でした。

正解者の中から厳正な抽選の結果、5名の当選者の方に、1,000円の商品券の発送をもって発表とさせて
いただきました。また、このたびたくさんのご意見をいただきましたので、ここにご紹介いたします。

いつも多数のご応募をいただきありがとうございます。今後も多くのご意見をいただきますよう
お願い申し上げます。

　広報誌（紙）というものは、税金で作成さ
れています。ということは、如何に市民に
とって読みやすく、また読んでみたいと思わ
せる内容となっているかを常に念頭において
作ってほしいです。最近の「広報かとう」が
魅力減少している中、「市議会だより」はま
だ読みやすい構成となっておりますが、マン
ネリ化することなく新しい視点をもって作成
していってもらいたいと望んでおります。
（厳しい意見ごめんなさい）

　運動が苦手と感じる児童生徒にとって、楽しく

参加できるイベントを考えてほしいです。それが

学力向上に繋がってほしいです。

一　般　質　問 
　
　

厚
生
労
働
省
の
地
域
医
療
構
想
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
再
編
統
合
の
検
討
を
求
め

る
病
院
の
中
に
加
東
市
民
病
院
が
入
っ
て
い

た
。
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。 

　
　

一
般
病
棟
の
一
部
を
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
に
転
換
し
た
り
、
病
床
数
を
削
減
す
る
な

ど
既
に
対
応
済
み
で
あ
る
。
国
や
県
に
も
対

応
を
確
認
し
、
対
応
済
み
の
病
院
ま
で
名
前

を
挙
げ
た
こ
と
に
対
し
て
謝
罪
が
あ
っ
た
。

　
　

来
年
度
は
病
院
の
経
営
健
全
化
計
画
の

改
訂
の
年
で
あ
る
。
特
別
利
益
の
解
消
を
前

提
と
し
て
、
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
示
さ
れ
て
い
る
民
間
で
は
担
え
な
い
役
割

に
焦
点
を
絞
っ
た
経
営
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。 

　
　

そ
の
通
り
で
あ
る
。
地
域
の
か
か
り
つ

け
医
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
、
高
度
急
性
期
病
院
と
の
連
携
を

高
め
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
く
。

　
　

し
か
し
、
連
携
を
高
め
る
と
言
っ
て
も

紹
介
率
・
逆
紹
介
率
が
高
ま
っ
て
い
な
い
。

理
想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。

　
　

病
院
と
し
て
も
開
業
医
と
の
連
携
を
強

め
て
い
く
方
針
で
あ
る
が
、「
ま
ず
内
部
の

受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う

声
も
い
た
だ
く
。
紹
介
先
と
し
て
、
ま
た
地

域
住
民
が
回
復
期
の
医
療
を
受
け
る
場
所
と

し
て
、
選
ば
れ
る
市
民
病
院
に
な
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

地
域
医
療
構
想
へ
の
加
東
市
民
病
院
の
対
応
は

　

藤
尾　

潔
議
員

□
公
共
施
設
の
適
正
化
に
関
す
る
計
画
は
本

　

末
転
倒
に
な
っ
て
い
な
い
か  

　
　

東
条
地
域
小
中
一
貫
校
の
事
業
費
が
約

６
億
円
増
加
と
な
る
見
通
し
が
示
さ
れ
た
。

将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い
趣
旨
で
始
め
た
公

共
施
設
適
正
化
が
本
末
転
倒
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
で
財
政
が
大
丈
夫
だ

と
言
う
な
ら
、
初
め
か
ら
公
共
施
設
の
適
正

化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
今
後
、

社
・
滝
野
と
学
校
の
整
備
予
定
も
あ
る
が
、

財
政
と
し
て
「
こ
こ
ま
で
に
収
め
る
」
と

い
っ
た
指
標
を
設
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

建
設
費
等
は
実
施
設
計
を
し
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
の
で
、
財
政
面
の
影
響
を
考
慮

し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
判
断
し
て
い
く
。

　
　

今
回
の
計
画
の
変
更
は
、
公
共
施
設
の

担
当
課
へ
の
協
議
も
不
十
分
な
よ
う
で
あ
っ

た
。
計
画
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
が
な
っ
て

い
な
い
。
副
市
長
を
本
部
長
と
す
る
適
正
化

推
進
本
部
の
よ
う
な
も
の
を
立
ち
上
げ
責
任

を
も
っ
て
推
進
す
べ
き
。

　
　

資
材
価
格
や
労
務
費
の
高
騰
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
今
回
の
６
億
円
の
増
額
は
「
計

画
外
の
行
動
」
に
は
あ
た
ら
な
い
。

　
　

ア
ー
ト
館
事
業
に
つ
い
て
、
３
万
人
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
事
業
計

画
は
で
き
た
の
か
。

　
　

職
員
を
東
北
地
方
に
視
察
に
派
遣
し
情

報
を
収
集
し
た
。観
光
バ
ス
に
補
助
金
を
出
す

な
ど
し
て
集
客
目
標
を
達
成
し
て
い
き
た
い
。 

答答答

問

問問問

答問問 答答

勇躍加東CD



1415 かとう 市議会だより Ｎｏ.52 かとう 市議会だより Ｎｏ.52

　
　

避
難
所
の
Wi-

Fi
完
備
の
現
状
は
。

　
　

指
定
避
難
所
41
施
設
の
う
ち
、
市
有
施

設
は
26
か
所
。
そ
の
う
ち
13
施
設
で
整
備
し

て
い
る
。
今
後
も
で
き
る
限
り
、
避
難
者
へ

の
情
報
提
供
体
制
や
環
境
に
大
き
な
差
が
出

な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

　
　

避
難
に
配
慮
が
必
要
な
方
々
の
避
難
計

画
は
、
全
該
当
施
設
に
て
作
成
済
み
か
。 

　
　

加
東
市
地
域
防
災
計
画
に
要
配
慮
者
利

用
施
設
と
し
て
位
置
付
け
る
必
要
の
あ
る
施

設
は
、
社
会
福
祉
施
設
、
病
院
や
学
校
を
含

め
42
施
設
あ
る
。
計
画
の
作
成
状
況
等
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
法
の
求
め
る
避
難
確
保
計

画
の
作
成
や
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
の

は
２
施
設
。
市
と
し
て
は
、
そ
の
重
要
性
を

周
知
し
、
避
難
確
保
計
画
の
作
成
や
避
難
訓

練
の
実
施
に
向
け
支
援
を
行
う
。 

　
　

山
崎
断
層
地
震
規
模
の
地
震
発
生
時
の

防
災
備
蓄
品
の
推
定
量
や
実
数
は
十
分
か
。 

　
　

市
に
お
け
る
最
大
避
難
者
数
９
６
３
５

人
を
基
準
に
供
給
体
制
の
整
備
を
行
っ
て
い

る
。
発
災
５
日
目
に
は
流
通
備
蓄
に
よ
る
配

給
が
実
施
さ
れ
る
想
定
に
お
い
て
、
行
政
に

お
け
る
備
蓄
と
し
て
は
４
日
目
の
食
料
相
当

量
を
備
蓄
す
る
よ
う
地
域
防
災
計
画
で
定
め

て
い
る
。
平
時
か
ら
最
低
限
３
日
間
の
食
料
、

飲
料
水
、
生
活
必
需
物
資
の
、
市
民
に
よ
る

備
蓄
の
啓
発
も
行
い
な
が
ら
、
計
画
的
に
備

蓄
す
る
。

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

文
化
芸
術
の
政
策
に
つ
い
て

　

別
府
み
ど
り
議
員

　

岸
本
眞
知
子
議
員

□
S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
よ

　

る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て 

　
　

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基

本
方
針
２
０
１
９
」
の
第
二
次
総
合
戦
略
策

定
に
伴
い
、
加
東
市
総
合
戦
略
の
改
定
は
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　

加
東
市
の
第
二
次
総
合
戦
略
は
、
平
成

29
年
度
に
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま

で
を
計
画
期
間
と
し
、
S
D
Gs
の
目
標
に

沿
っ
た
形
で
策
定
し
て
お
り
、
計
画
期
間
中

の
改
定
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、
次
期
総
合

戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い
く
中
で
S
D
Gs

に
関
す
る
明
記
と
合
わ
せ
て
さ
ら
な
る
推
進

を
検
討
し
た
い
。

□
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

　

業
に
つ
い
て 

　
　

一
時
保
育
や
延
長
保
育
、
病
児
保
育
な

ど
の
既
存
の
子
育
て
支
援
も
あ
る
が
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お
い

て
、
市
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
計
画
に
従

い
実
施
す
る
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
地

域
に
よ
る
共
助
の
取
組
と
し
て
、
変
動
的
・

変
則
的
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
援
助
活
動
を
通
じ
て
新
た
な
交
流
・
人

間
関
係
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
子
育
て
支
援

の
重
要
な
役
割
を
担
う
事
業
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

国
に
お
い
て
の
「
文
化
芸
術
基
本
法
」

で
は
、
施
策
の
推
進
の
中
に
、
観
光
、
ま
ち

づ
く
り
、
国
際
交
流
、
福
祉
、
教
育
、
産
業

そ
の
他
の
各
関
連
分
野
に
お
け
る
施
策
と
の

有
機
的
な
連
携
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
８
年
に
は
基
本
法
に
基
づ
き
、
文
化

芸
術
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
「
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
」

が
策
定
さ
れ
、
地
方
自
治
体
に
も
「
地
方
文

化
芸
術
推
進
基
本
計
画
」
の
策
定
を
努
力
義

務
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
策
定
の
考
え

は
。

　
　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
本
市
の
実
情
及

び
方
向
性
を
掲
載
し
て
い
る
「
加
東
市
教
育

振
興
基
本
計
画
」
及
び
「
社
会
教
育
振
興
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
文
化
芸
術

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
策
定
は
未
定

で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
文
化
芸
術
推
進
の

あ
り
方
を
示
す
も
の
と
認
識
し
、
参
考
と
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

加
東
市
文
化
芸
術
賞
賜
金
支
給
要
綱
を

制
定
さ
れ
た
が
、
申
請
は
あ
っ
た
か
。 

　
　

相
談
と
し
て
６
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
１

件
申
請
が
あ
る
。

　
　

文
化
芸
術
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
の

表
彰
式
典
の
開
催
は
。 

答　

計
画
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

□
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
の
媒
体

　

と
し
て
市
の
応
援
歌
「
勇
躍
加
東
」
を 

　
　

定
住
・
移
住
の
促
進
と
に
ぎ
わ
い
の
創

出
と
し
て
、
「
勇
躍
加
東
」
を
市
外
に
発
信

す
る
こ
と
も
市
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
と
思
う
が
。 

　
　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
時
宜
を

得
た
も
の
で
あ
り
、
地
域
創
生
を
推
進
し
て

い
く
う
え
で
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

様
々
な
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、「
勇
躍

加
東
」
の
活
用
を
含
め
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　

西
脇
市
で
は
、
西
脇
讃
歌
「
ふ
る
さ
と

の
町
」
を
カ
ラ
オ
ケ
に
入
れ
て
い
る
。
「
勇

躍
加
東
」
も
Ｐ
Ｒ
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
カ

ラ
オ
ケ
に
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　

当
初
、
カ
ラ
オ
ケ
に
つ
い
て
検
討
し
た

が
、
先
ず
は
市
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
で
配
信
を
見
送
っ
た
。
今
、
直
ぐ

に
と
は
い
か
な
い
が
、
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問問問 答答答

問答問答

問答答 問問答

問 問答答

第51号のクイズ＆アンケート解答といただいたご意見について

◎ クイズ　～加東市が新たに特産品として取り組むのは、□□麦～
　　＊正解・・・・・・「もち」でした。

正解者の中から厳正な抽選の結果、5名の当選者の方に、1,000円の商品券の発送をもって発表とさせて
いただきました。また、このたびたくさんのご意見をいただきましたので、ここにご紹介いたします。

いつも多数のご応募をいただきありがとうございます。今後も多くのご意見をいただきますよう
お願い申し上げます。

　広報誌（紙）というものは、税金で作成さ
れています。ということは、如何に市民に
とって読みやすく、また読んでみたいと思わ
せる内容となっているかを常に念頭において
作ってほしいです。最近の「広報かとう」が
魅力減少している中、「市議会だより」はま
だ読みやすい構成となっておりますが、マン
ネリ化することなく新しい視点をもって作成
していってもらいたいと望んでおります。
（厳しい意見ごめんなさい）

　運動が苦手と感じる児童生徒にとって、楽しく

参加できるイベントを考えてほしいです。それが

学力向上に繋がってほしいです。

一　般　質　問 
　
　

厚
生
労
働
省
の
地
域
医
療
構
想
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
再
編
統
合
の
検
討
を
求
め

る
病
院
の
中
に
加
東
市
民
病
院
が
入
っ
て
い

た
。
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。 

　
　

一
般
病
棟
の
一
部
を
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
に
転
換
し
た
り
、
病
床
数
を
削
減
す
る
な

ど
既
に
対
応
済
み
で
あ
る
。
国
や
県
に
も
対

応
を
確
認
し
、
対
応
済
み
の
病
院
ま
で
名
前

を
挙
げ
た
こ
と
に
対
し
て
謝
罪
が
あ
っ
た
。

　
　

来
年
度
は
病
院
の
経
営
健
全
化
計
画
の

改
訂
の
年
で
あ
る
。
特
別
利
益
の
解
消
を
前

提
と
し
て
、
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
示
さ
れ
て
い
る
民
間
で
は
担
え
な
い
役
割

に
焦
点
を
絞
っ
た
経
営
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。 

　
　

そ
の
通
り
で
あ
る
。
地
域
の
か
か
り
つ

け
医
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
、
高
度
急
性
期
病
院
と
の
連
携
を

高
め
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
く
。

　
　

し
か
し
、
連
携
を
高
め
る
と
言
っ
て
も

紹
介
率
・
逆
紹
介
率
が
高
ま
っ
て
い
な
い
。

理
想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。

　
　

病
院
と
し
て
も
開
業
医
と
の
連
携
を
強

め
て
い
く
方
針
で
あ
る
が
、「
ま
ず
内
部
の

受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う

声
も
い
た
だ
く
。
紹
介
先
と
し
て
、
ま
た
地

域
住
民
が
回
復
期
の
医
療
を
受
け
る
場
所
と

し
て
、
選
ば
れ
る
市
民
病
院
に
な
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

地
域
医
療
構
想
へ
の
加
東
市
民
病
院
の
対
応
は

　

藤
尾　

潔
議
員

□
公
共
施
設
の
適
正
化
に
関
す
る
計
画
は
本

　

末
転
倒
に
な
っ
て
い
な
い
か  

　
　

東
条
地
域
小
中
一
貫
校
の
事
業
費
が
約

６
億
円
増
加
と
な
る
見
通
し
が
示
さ
れ
た
。

将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い
趣
旨
で
始
め
た
公

共
施
設
適
正
化
が
本
末
転
倒
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
で
財
政
が
大
丈
夫
だ

と
言
う
な
ら
、
初
め
か
ら
公
共
施
設
の
適
正

化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
今
後
、

社
・
滝
野
と
学
校
の
整
備
予
定
も
あ
る
が
、

財
政
と
し
て
「
こ
こ
ま
で
に
収
め
る
」
と

い
っ
た
指
標
を
設
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

建
設
費
等
は
実
施
設
計
を
し
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
の
で
、
財
政
面
の
影
響
を
考
慮

し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
判
断
し
て
い
く
。

　
　

今
回
の
計
画
の
変
更
は
、
公
共
施
設
の

担
当
課
へ
の
協
議
も
不
十
分
な
よ
う
で
あ
っ

た
。
計
画
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
が
な
っ
て

い
な
い
。
副
市
長
を
本
部
長
と
す
る
適
正
化

推
進
本
部
の
よ
う
な
も
の
を
立
ち
上
げ
責
任

を
も
っ
て
推
進
す
べ
き
。

　
　

資
材
価
格
や
労
務
費
の
高
騰
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
今
回
の
６
億
円
の
増
額
は
「
計

画
外
の
行
動
」
に
は
あ
た
ら
な
い
。

　
　

ア
ー
ト
館
事
業
に
つ
い
て
、
３
万
人
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
事
業
計

画
は
で
き
た
の
か
。

　
　

職
員
を
東
北
地
方
に
視
察
に
派
遣
し
情

報
を
収
集
し
た
。観
光
バ
ス
に
補
助
金
を
出
す

な
ど
し
て
集
客
目
標
を
達
成
し
て
い
き
た
い
。 

答答答

問

問問問

答問問 答答

勇躍加東CD



　加東市の初日の出スポット。
　上から五峰山光明寺、三草山山頂、東
条湖からの景色です。
　３カ所とも、晴天時には素晴らしい日
の出を見ることができます。

16かとう 市議会だより Ｎｏ.52

　

加
東
市
は
、
旧
来
か

ら
「
教
育
の
加
東
」
と

他
市
町
か
ら
敬
意
を
持

っ
て
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
、
現
在
に
お
い
て
も

加
東
市
に
は
国
立
大
学

を
は
じ
め
、
県
立
の
高

等
学
校
、
教
育
研
修
所
、
生
涯
教

育
セ
ン
タ
ー
が
存
在
し
、
海
外
を

含
め
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
「
学

び
人
」
が
加
東
市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
号
か
ら
「
ギ
ュッ
と
！
教
育

加
東
」
と
名
づ
け
、
４
つ
の
教
育
施

設
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
１
番

目
が
国
立
大
学
法
人
兵
庫
教
育
大

学
で
す
。
こ
の
大
学
は
昭
和
53
年

10
月
1
日
に
開
学
し
、
令
和
2
年

10
月
1
日
で
42
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

創
設
の
趣
旨
は
「
教
育
基
本
法

の
精
神
に
則
り
、
学
校
教
育
に
か

か
る
諸
科
学
の
理
論
と
応
用
に
関

す
る
研
究
を
総
合
的
に
推
進
し
、

文
化
、
社
会
の
発
展
に
資
す
る
創

造
的
知
性
と
人
間
愛
に
支
え
ら
れ

た
教
員
を
育
成
し
、
も
っ
て
教
育
、

学
術
、
文
化
の
進
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
さ
れ
て

お
り
、
教
育
研
究
と
応
用
、
実
践

が
結
集
さ
れ
た
大
学
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
国
立
の
教
育

大
学
（
現
職
教
員
養
成
大
学
院
を

有
す
る
）
は
兵
庫
教
育
大
学
を
含

め
全
国
で
３
大
学
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
も
、
兵
庫
教
育
大
学
は

日
本
唯
一
の
学
位
「
博
士
（
学
校

教
育
学
）」
を
授
与
す
る
大
学
で

も
あ
り
ま
す
。

　

甲
子
園
球
場
が
約
10
個
分
と
い

う
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
全
国
の

教
員
養
成
系
大
学
の
中
で
も
誇
る

べ
き
地
位
を
確
保
さ
れ
、
常
に
「
教

師
教
育
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
と
し
て
、

わ
が
国
の
教
員
養
成
、
教
育
政
策

を
牽
引
す
る
大
学
と
し
て
教
育
情

報
を
国
内
外
に
発
信
し
、
教
育
界

に
良
質
な
影
響
を
与
え
る
な
ど
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
大
学
で
す
。

さ
ら
に
、
小
学
校
教
員
採
用
率
全

国
№
１
の
大
学
で
あ
り
、
こ
れ
は
、

教
員
養
成
大
学
と
し
て
の
確
実
な

成
果
と
い
え
ま
す
。

　

留
学
生
も
東
南
ア
ジ
ア
を
は
じ

め
、
ロ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
ハン
ガ
リ

ー
な
ど
多
く
の
国
の
学
生
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
加
東
市
で
学
生
生
活
を
送
っ

た
こ
と
を
、
国
内
を
は
じ
め
世
界

に
持
ち
帰
り
、
加
東
市
の
良
き
文

化
を
拡
散
し
て
い
た
だ
く
よ
う
願
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
廣
畑
貞
一
）

　

平
成
の
30
年
間
は
、
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
い
ま

わ
し
い
記
憶
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
の
が
、
繰
り
返
し
日

本
列
島
を
襲
い
ま
し
た
災
害

で
す
。2
0
1
8
年
の
西
日

本
豪
雨
で
岡
山
県
倉
敷
市
真

備
町
に
甚
大
な
被
害
が
出
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
で
、
当
分
、
大

き
な
災
害
は
遠
慮
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
と
祈
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
令
和
に
な
り
、

台
風
季
節
の
9
月
に
は
15
号

が
千
葉
県
南
部
の
屋
根
を
吹

っ
飛
ば
し
、
10
月
12
日
の
台

風
19
号
で
は
更
に
暴
風
や
豪

雨
が
東
日
本
を
襲
い
、
河
川

の
氾
濫
に
よ
る
浸
水
は
想
定

を
超
え
、甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。そ
の
う
え
多
く

の
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
が

何
よ
り
残
念
な
こ
と
で
し
た
。

　
「
何
故
、相
次
い
で
こ
ん
な

に
災
害
が
多
発
す
る
の
か
、

誰
に
言
え
ば
良
い
の
か
、
い

い
加
減
に
し
て
も
ら
い
た
い
。」

思
い
で
あ
り
ま
す
。
確
か
な

原
因
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
で

す
が
気
候
変
動
に
よ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
我
市
は
こ
の

度
の
災
害
か
ら
は
免
れ
ま
し

た
が
、
平
成
16
年
（
2
0
0

4
年
）
の
台
風
23
号
に
よ
る

加
古
川
氾
濫
の
災
害
を
教
訓

と
し
て
加
古
川
右
岸
の
築
堤
、

滝
見
橋
下
の
川
幅
を
広
げ
て

の
架
替
も
完
成
間
近
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
我
市
に
は
大
小

の
河
川
、
東
条
川
上
流
の
2

つ
の
ダ
ム
、
多
く
の
溜
池
な

ど
が
あ
り
ま
す
。地
震
、台
風
、

豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
が
襲

っ
て
来
た
場
合
の
備
え
は
大

丈
夫
な
の
か
、
そ
の
時
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

大
き
な
不
安
に
か
ら
れ
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

防
災
対
策
を
採
り
、
災
害
に

備
え
れ
ば
い
い
の
か
、自
助
・

共
助
・
公
助
の
観
点
か
ら
も
、

行
政
や
市
民
の
皆
様
と
共
に

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
山
本
通
廣
）
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（2月20日必着）

旧社こども園に開設される施設の愛称
は、発達サポートセンター「□□□」

　市民の皆様から、かとう市議
会だよりへのご意見を聴かせて
いただくためクイズ＆アンケートを
行います。
クイズに正解し、かつ、ご意見を
書いていただいた方から抽選
で5名様に、加東市カード会加
盟店で使える１,０００円分の商
品券を差し上げますので、奮っ
てご応募ください。なお、当選者
の発表は商品券の発送をもって
かえさせていただきます。 

□

① クイズの答え　② 市議会だよりや、
市議会へのご意見　③ 住所・氏名

3月予定
2日

3日

4日

11日～13日

17日

24日

いずれも9時30分開会です。
ぜひ、傍聴にお越しください。

定例会（初日）

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

予算特別委員会

定例会（2日目一般質問）

定例会（3日目）

第52号
2020.2
第52号
2020.2
第52号
2020.2

定例会の様子はＫＣＶにて生放送、
録画放送を行っています ぜひご覧ください

ギ
ュ
ッ
と
！
教
育
加
東

ギ
ュ
ッ
と
！
教
育
加
東

等
学
校

0 02020.2

わ
が
ま
ち

わ
が
ま
ち
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